
8.9
AUG 2016
NO.1190

し� �
た
か

ใ

㻿㻴㻵㻾㻭㼀㻭㻷㻭
㻼㼁㻮㻸㻵㻯
㻾㻱㻸㻭㼀㻵㻻㻺㻿し

た
か
ら

咲
か
せ
て
摘
ん
で

咲
か
せ
て  
摘
ん
で

紅紅
咲
か
せ
て紅
咲
か
せ
て

（
あ
か
）に
し
て

に
し
て



●2　　 広報しらたか　2016. ̓.12

ߚ
ㆀㆉ

͘છ·ͬͨ
͠Β͔ͨͷՆɻ

　

朝
か
ら
弱
い
雨
が
降
り
続

い
て
い
た
６
月
23
日
、
紅
花

畑
に
〝
ぽ
つ
ん
〟
と
小
さ
な

紅
花
が
花
を
咲
か
せ
、
し
ら

た
か
の
夏
が
始
ま
っ
た
。

　

夏
至
か
ら
数
え
て
��
日
目

の
７
月
１
日
、
半
夏
生
の
こ

の
日
か
ら
「
紅
花
ｃ
ｏ
ｌ
ｏ

ｌ
ｓ
～
万
葉
か
ら
の
誘
～
」

が
あ
ゆ
ー
む
で
ス
タ
ー
ト
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
紅
花
染
め
の
美
し
い

紅
（
あ
か
）
に
天
蚕
の
生
糸

を
あ
し
ら
っ
た
振
袖
が
初
披

露
さ
れ
、
拍
手
と
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
が
会
場
に
響

い
た
。

　

さ
ら
に
同
日
、
山
形
鉄
道

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
に
も
紅
花

が
咲
き
、
汽
笛
を
鳴
ら
し
て

出
発
す
る
列
車
に
た
く
さ
ん

の
人
が
手
を
振
っ
た
。

　

紅
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
た

７
月
９
日
、
�0
日
に
は
「
紅

花
ま
つ
り
」
が
町
内
３
会
場

で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。

十
王
八
卦
地
区
で
は
、
今
年

度
初
登
場
し
た
「
紅
花
娘
」

の
衣
装
を
着
て
、
写
真
撮
影

を
す
る
観
光
客
の
姿
も
。
今

ま
で
に
な
か
っ
た
新
し
い
風

景
が
生
ま
れ
た
。

（上）白鷹町中山地内の紅花畑

１_ 職人の技術で、一枚一枚丁寧に紅餅

を作る佐藤さん　２_ 紅花に含まれる

たった１％の紅（あか）の色素を抽出し

て加工した紅餅　３_ 花弁を乾燥させた

乱花。伝統工芸品の深山和紙にも刷り込

まれる

　

紅
花
ま
つ
り
が
終
わ
る

と
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
紅
花

畑
で
本
格
的
に
紅
花
摘
み
が

始
ま
っ
た
。
摘
み
始
め
る
の

は
夜
明
け
前
か
ら
。
何
百
㌔

も
の
紅
花
が
今
年
も
手
摘
み

さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
摘
ん
だ
紅
花
は

町
内
の
職
人
た
ち
の
手
に

よ
っ
て
日
本
の
紅
（
あ
か
）

へ
。
昨
年
、
日
本
一
の
紅
花

生
産
者
と
な
っ
た
佐
藤
良
司

さ
ん
（
中
山
）
は
、
紅
餅
を

作
り
な
が
ら
汗
を
ぬ
ぐ
い
、

「
今
年
も
昨
年
と
同
じ
く
ら

い
豊
作
。
町
内
全
体
で
良
い

紅
花
が
育
っ
た
」
と
満
足
げ

な
表
情
を
見
せ
た
。

　

紅
花
生
産
量
日
本
一
の
白

鷹
町
。「
日
本
の
紅
（
あ
か
）

を
つ
く
る
町
」
し
ら
た
か
の

夏
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の

紅
花
と
人
の
手
に
よ
っ
て
、

紅
（
あ
か
）
く
染
め
ら
れ
た
。
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４_萩野大日堂の御堂で舞う子どもたち。花笠は、紅餅がザルに置かれ干され

ている様子をイメージしたもの　５_白鷹町と同じく、紅花をＰＲしている桶

川市のマスコットキャラクター「オケちゃん」（左）と「べにたかちゃん」（右）

が紅花まつりを盛り上げた　６_紅餅を使って染め上げる「紅花染め体験」は

大人気。アメリカから来たという留学生も伝統の紅花染めを体験した　７_紅

花染めの手ぬぐいをかぶり、かすりに前掛け、たすき掛けの紅花娘。その姿が

全国放送されるなど、一躍有名に　８_山形鉄道フラワー長井線紅花ラッピン

グ列車が、紅花シーズンに合わせて出発した

９_ 山形舞子による“本紅”

を使った紅差し　10_ 紅花

colors の最終日に公演され

た、劇団 I'M による詩劇「花

はくれない」　11_ 同じく、

オープニングセレモニーで初

披露された紅花先染め振袖

「万葉からの誘」。蚕桑小学校

の子どもたちが生産した繭

（まゆ）を、しらたか天蚕の

会が操糸した。染めを担当し

た小松寛幸さん（小松織物工

房）によって紹介された

４
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６
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㻞㻜㻜㼙　䝣リ䞊リ䝺䞊

㻝 Ⲩ◒ᑠ学校 㻞䇻㻠㻝䇿㻜㻝

㻞 ᮾ᰿ᑠ学校 㻞䇻㻠㻞䇿㻢㻜

㻟 㩗㈅ᑠ学校 㻟䇻㻜㻢䇿㻠㻝

㻌㻌㻞㻜㻜㼙　䝯䝗䝺䞊リ䝺䞊

㻝 ᮾ᰿ᑠ学校 㻞䇻㻡㻤䇿㻣㻜

㻞 㩗㈅ᑠ学校 㻟䇻㻞㻢䇿㻠㻣

㻟 Ⲩ◒ᑠ学校 㻟䇻㻟㻝䇿㻢㻤

தֶஉࢠ
㡰 Ặྡ ᡤᒓ タイ䝮　

㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 㔠⏣　⌮ኸ ⓑ㮚୰ 㻞㻣䇿㻟㻥

㻞 㔠⏣　⿱ᕼ ⓑ㮚୰ 㻟㻜䇿㻜㻡

㻟 ᮌ　ᡂ ⓑ㮚୰ 㻟㻜䇿㻣㻣

㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 㐲藤　真 ⓑ㮚୰ 㻟㻤䇿㻟㻜

㻞 ᑠ㔝　ாኴ ⓑ㮚୰ 㻠㻢䇿㻢㻠

㻟 ⤃㔝　῟ᚿ ⓑ㮚୰ 㻠㻥䇿㻝㻡

㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 Ᏻ㒊　ឡ⩧ ⓑ㮚୰ 㻞㻥䇿㻢㻣

㻝㻜㻜㼙　自⏤形

㻝 㔠⏣　⌮ኸ ⓑ㮚୰ 㻡㻤䇿㻟㻟 䠄᪂䠅

㻞 ➉⏣　ᝆ㤿 ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻜㻟䇿㻟㻢

㻟 㯮⃝　ᆂᩯ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻞㻝䇿㻢㻣

㻝㻜㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 㔠⏣　⿱ᕼ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻝㻤䇿㻠㻠

㻞 㐲藤　真 ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻞㻟䇿㻣㻣

㻝㻜㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ➉⏣　ᝆ㤿 ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻝㻣䇿㻞㻤

㻞 ᮌ　ᡂ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻞㻟䇿㻣㻥

㻝㻜㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 ⤃㔝　⩧▮ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻝㻣䇿㻢㻢

㻌㻌㻝㻜㻜㼙　ಶ人䝯䝗䝺䞊

㻝 Ᏻ㒊　ឡ⩧ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻜㻣䇿㻤㻡 䠄᪂䠅

㻞 ⤃㔝　⩧▮ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻝㻥䇿㻞㻞

㻟 㯮⃝　ᆂᩯ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻞㻥䇿㻝㻠

㻞㻜㻜㼙　䝣リ䞊リ䝺䞊

㻝 ⓑ㮚୰学校䠝 㻝䇻㻡㻞䇿㻤㻤

㻞 ⓑ㮚୰学校䠞 㻞䇻㻝㻣䇿㻠㻡

㻞㻜㻜㼙　䝯䝗䝺䠉リ䝺䞊

㻝 ⓑ㮚୰学校䠝 㻞䇻㻜㻤䇿㻞㻡

㻞 ⓑ㮚୰学校䠞 㻞䇻㻟㻢䇿㻡㻜

தֶঁࢠ
㡰 Ặྡ ᡤᒓ タイ䝮　

㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 ᵽཱྀ　⥤ዪ ⓑ㮚୰ 㻟㻟䇿㻠㻢

㻞 Ᏻ㒊　▱ඃ ⓑ㮚୰ 㻟㻣䇿㻢㻤

㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᡴ⏣ࡽࡽࡺ ⓑ㮚୰ 㻠㻞䇿㻜㻟

㻞 Ᏻ㒊　真ඃ ⓑ㮚୰ 㻠㻣䇿㻠㻢

㻟 ⯪山　⍠㡢 ⓑ㮚୰ 㻠㻣䇿㻤㻜

㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 ᅧ㇂　Ⳁ㑣 ⓑ㮚୰ 㻟㻟䇿㻠㻝 䠄᪂䠅

㻝㻜㻜㼙　自⏤形

㻝 Ᏻ㒊　▱ඃ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻞㻢䇿㻢㻢

㻝㻜㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᡴ⏣ࡽࡽࡺ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻞㻥䇿㻤㻠

㻞 ⯪山　⍠㡢 ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻠㻜䇿㻢㻢

㻟 Ᏻ㒊　真ඃ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻠㻝䇿㻟㻣

㻝㻜㻜㼙　䝞タ䝣ライ

1 ᅧ㇂　Ⳁ㑣 ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻝㻠䇿㻤㻜 䠄᪂䠅

㻝㻜㻜㼙　ಶ人䝯䝗䝺䞊

㻝 ᵽཱྀ　⥤ዪ ⓑ㮚୰ 㻝䇻㻝㻥䇿㻟㻢

㻞㻜㻜㼙　䝣リ䞊リ䝺䞊

㻝 ⓑ㮚୰Ꮫ校 㻞䇻㻞㻜䇿㻤㻜

㻞㻜㻜㼙　䝯䝗䝺䞊リ䝺䞊

㻝 ⓑ㮚୰Ꮫ校 㻞䇻㻟㻟䇿㻟㻞

ࢠஉߍߴ
㡰 Ặྡ ᡤᒓ タイ䝮　

㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 山ᮏ　　⠏ 㛗 㻞㻢䇿㻥㻟

� ➉⏣　　ᘻ 㛗 㻞㻤䇿㻣㻣

3 ༑ᔒ　㝣 㛗 㻞㻤䇿㻤㻠

㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 山ᮏ　　⠏ 㛗 㻟㻢䇿㻠㻤

㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ➉⏣　　ᘻ 㛗 㻟㻡䇿㻤㻞

㻞 ༑ᔒ　㝣 㛗 㻟㻤䇿㻝㻜

㻟 山ཱྀ　᪸ 㛗 㻟㻤䇿㻥㻤

㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 ➉⏣　　ᘻ 㛗 㻟㻞䇿㻟㻜

㻝㻜㻜㼙　自⏤形

㻝 山ᮏ　　⠏ 㛗 㻡㻤䇿㻟㻢

㻞 ➉⏣　　ᘻ 㛗 㻝䇻㻜㻞䇿㻣㻝

㻟 ༑ᔒ　㝣 㛗 㻝䇻㻜㻠䇿㻠㻞

㻝㻜㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 山ᮏ　　⠏ 㛗 㻝䇻㻝㻟䇿㻢㻞

㻝㻜㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ➉⏣　　ᘻ 㛗 㻝䇻㻝㻢䇿㻤㻡

㻞 山ཱྀ　᪸ 㛗 㻝䇻㻞㻞䇿㻡㻣

㻟 ༑ᔒ　㝣 㛗 㻝䇻㻞㻠䇿㻟㻢

㻞㻜㻜㼙　ಶ人䝯䝗䝺䞊

㻝 山ᮏ　　⠏ 㛗 㻞䇻㻟㻞䇿㻡㻥

㻞 ➉⏣　　ᘻ 㛗 㻞䇻㻟㻢䇿㻣㻟

㻟 ༑ᔒ　㝣 㛗 㻞䇻㻠㻥䇿㻠㻝

㻞㻜㻜㼙　䝣リ䞊リ䝺䞊

㻝 㛗高校 㻝䇻㻡㻠䇿㻟㻝

㻞㻜㻜㼙　䝯䝗䝺䞊リ䝺䞊

㻝 㛗高校 㻞䇻㻝㻜䇿㻣㻜 䠄᪂䠅

ࢠঁߍߴ
㡰 Ặྡ ᡤᒓ タイ䝮　

㻡㻜㼙　㻌自⏤形

㻝 ᅵᒇ　ᴁᏊ 㛗 㻞㻤䇿㻡㻢

㻝㻜㻜㼙　自⏤形

㻝 ᅵᒇ　ᴁᏊ 㛗 㻝䇻㻜㻞䇿㻡㻞

Ұൠஉࢠ
㡰 Ặྡ ᡤᒓ タイ䝮　

㻡㻜㼙　㻌自⏤形

㻝 ᑠ㛵　　　ぢ ⓑ㮚Ỉ㐃 㻞㻢䇿㻟㻢

㻞 ᩥᒇ　ṇ㐨 ⓑ㮚Ỉ㐃 㻡㻠䇿㻢㻥

㻡㻜㼙　㻌ᖹὋ䛞

㻝 ᑠ形　ᓠᶞ ⓑ㮚Ỉ㐃 㻟㻠䇿㻞㻞

㻞 ᩥᒇ　ṇ㐨 ⓑ㮚Ỉ㐃 㻝䇻㻜㻢䇿㻝㻡

㻡㻜㼙　㻌䝞タ䝣ライ

㻝 ᑠ㛵　　　ぢ ⓑ㮚Ỉ㐃 㻞㻤䇿㻣㻢

㻝㻜㻜㼙　ಶ人䝯䝗䝺䞊

㻝 ᑠ形　ᓠᶞ ⓑ㮚Ỉ㐃 㻝䇻㻜㻣䇿㻠㻡
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খֶஉࢠ
㡰 Ặྡ ᡤᒓ タイ䝮　

３年　㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 山ཱྀ　ᗈ㉳ Ⲩ◒ 㻡㻝㻎㻤㻡

㻞 ᳜ᮌ　ኍᚰ ⺋᱓ 㻡㻡䇿㻥㻤

㻟 ᮌ　㥴ᘺ 㩗㈅ 㻡㻥䇿㻠㻟

３年　㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 ᳜ᮌ　ኍᚰ ⺋᱓ 㻡㻤䇿㻣㻣

㻞 ⸕ရ　㑈భ ⺋᱓ 㻡㻤䇿㻥㻡

㻟 高⏣　୍ᕹ Ⲩ◒ 㻝䇻㻞㻢䇿㻢㻞

３年　㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᒸᮏ　ᝆ⏕ Ⲩ◒ 㻝䇻㻜㻠䇿㻠㻡

㻞 高⏣　୍ᕹ Ⲩ◒ 㻝䇻㻝㻜䇿㻤㻢

３年　㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 山ཱྀ　ᗈ㉳ Ⲩ◒ 㻝䇻㻜㻤䇿㻞㻥

㻞 　㣁ᩯ 㩗㈅ 㻝䇻㻞㻢䇿㻝㻠

㻟 ᮌ　㥴ᘺ 㩗㈅ 㻝䇻㻟㻜䇿㻞㻥

䠐年　㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 㔝　ṇᑵ ⺋᱓ 㻠㻠䇿㻥㻜

㻞 山　⍛ኴ ⺋᱓ 㻠㻡䇿㻡㻜

㻟 㛗㇂㒊　㑈 㩗㈅ 㻠㻣䇿㻡㻝

䠐年　㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 ୰ᮧ　㞞楽 㩗㈅ 㻡㻟䇿㻢㻜

㻞 ᪂㔝　和真 ᮾ᰿ 㻝䇻㻜㻜䇿㻜㻤

㻟 ᖹ⏣　∝ྐ 㩗㈅ 㻝䇻㻜㻜䇿㻢㻞

䠐年　㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᕝ　⿱ኴ ⺋᱓ 㻡㻤䇿㻞㻡

㻞 㔝　ṇᑵ ⺋᱓ 㻡㻤䇿㻟㻣

㻟 ୰ᮧ　㞞楽 㩗㈅ 㻡㻥䇿㻜㻝

䠐年　㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 ᑠ形　Ṋ⨾ ᮾ᰿ 㻝䇻㻜㻠䇿㻟㻟

㻞 ᱵὠ　　ᑜ Ⲩ◒ 㻝䇻㻜㻥䇿㻠㻜

䠑年　㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 ୰ᮧ　㣕和 ᮾ᰿ 㻟㻥䇿㻥㻢

㻞 ᕸ　ගᇶ Ⲩ◒ 㻠㻜䇿㻤㻞

㻟 㕥ᮌ　㐶人 㩗㈅ 㻠㻞䇿㻠㻣

䠑年　㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 ᑠᯘ　ኊ真 ⺋᱓ 㻝䇻㻜㻞䇿㻞㻡

㻞 ᾏ⪁ྡ✵᮶ Ⲩ◒ 㻝䇻㻜㻡䇿㻜㻟

䠑年　㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᚋ藤　⌮ஂ Ⲩ◒ 㻡㻟䇿㻥㻞

㻞 ᪂㔝　Ὀ⏕ ᮾ᰿ 㻡㻡䇿㻤㻤

㻟 高⏣　⩧人 Ⲩ◒ 㻡㻣䇿㻤㻞

䠑年　㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 㕥ᮌ　㐶人 㩗㈅ 㻠㻥䇿㻥㻤

䠑年　㻝㻜㻜㼙　自⏤形

㻝 ᾏ⪁ྡ✵᮶ Ⲩ◒ 㻝䇻㻠㻡䇿㻡㻞

㻞 㤿ሙ　୍⩧ 㩗㈅ 㻝䇻㻠㻡䇿㻤㻥

㻟 ᘅᒃ　ኴ⪷ 㩗㈅ 㻝䇻㻠㻤䇿㻢㻠

䠑年　㻝㻜㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 ᶓ⃝　₶႐ 㩗㈅ 㻞䇻㻠㻡䇿㻡㻝

䠑年　㻝㻜㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᚋ藤　⌮ஂ Ⲩ◒ 㻝䇻㻡㻤䇿㻞㻜

㻞 ᪂㔝　Ὀ⏕ ᮾ᰿ 㻝䇻㻡㻤䇿㻥㻣

㻟 ᱵὠ　ᫍ㑣 Ⲩ◒ 㻞䇻㻜㻞䇿㻢㻤

䠑年　㻝㻜㻜㼙　ಶ人䝯䝗䝺䞊

㻝 ୰ᮧ　㣕和 ᮾ᰿ 㻝䇻㻡㻟䇿㻜㻥

㻞 ᖹ　㞞ஓ ᮾ᰿ 㻞䇻㻜㻝䇿㻡㻣

㻟 㛗㇂㒊　㝧 Ⲩ◒ 㻞䇻㻜㻝䇿㻢㻞

䠒年　㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 ⤃㔝　⛸真 Ⲩ◒ 㻟㻢䇿㻝㻤

㻞 ⾰⿄　ඖᇶ ᮾ᰿ 㻟㻥䇿㻠㻟

㻟 ᅵᒇ　Ἠ☐ ᮾ᰿ 㻟㻥䇿㻣㻞

䠒年　㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 高山　ᙟ╬ Ⲩ◒ 㻝䇻㻞㻠䇿㻟㻢

䠒年　㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ⤃㔝　⛸真 Ⲩ◒ 㻠㻣䇿㻟㻜

㻞 㛗㇂㒊　 ⺋᱓ 㻡㻝䇿㻣㻟

㻟 㰻藤　　⮳ Ⲩ◒ 㻡㻞䇿㻤㻤

䠒年　㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 ᅵᒇ　Ἠ☐ ᮾ᰿ 㻠㻠䇿㻜㻢

䠒年　㻝㻜㻜㼙　自⏤形

㻝 㔠⏣　⌶ክ ᮾ᰿ 㻝䇻㻞㻠䇿㻠㻝

㻞 ᅵᒇ　அ Ⲩ◒ 㻝䇻㻟㻜䇿㻠㻢

㻟 ᶓ⃝　ᫍဢ 㩗㈅ 㻝䇻㻟㻢䇿㻤㻤

䠒年　㻝㻜㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 㔝ཱྀ　和人 Ⲩ◒ 㻞䇻㻜㻟䇿㻡㻞

䠒年　㻝㻜㻜㼙　ಶ人䝯䝗䝺䞊

㻝 㔠⏣　⌶ክ ᮾ᰿ 㻝䇻㻟㻣䇿㻠㻢

㻞㻜㻜㼙　䝣リ䞊リ䝺䞊

㻝 ᮾ᰿ᑠ学校 㻞䇻㻟㻡䇿㻞㻥

㻞 Ⲩ◒ᑠ学校 㻞䇻㻠㻜䇿㻠㻜

㻟 ⺋᱓ᑠ学校 㻞䇻㻡㻣䇿㻟㻥

㻞㻜㻜㼙　䝯䝗䝺䞊リ䝺䞊

㻝 ᮾ᰿ᑠ学校 㻞䇻㻡㻥䇿㻞㻝

㻞 Ⲩ◒ᑠ学校 㻟䇻㻜㻤䇿㻠㻣

㻟 ⺋᱓ᑠ学校 㻟䇻㻞㻥䇿㻤㻢

খֶঁࢠ
㡰 Ặྡ ᡤᒓ タイ䝮　

３年　㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 ᪂㔝　⨾⏕ ⺋᱓ 㻡㻞䇿㻜㻡

㻞 ⤃㔝　၏⳹ Ⲩ◒ 㻡㻞䇿㻟㻠

㻟 い࠾࠶⏣➉ Ⲩ◒ 㻝䇻㻜㻝䇿㻞㻠

３年　㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 ᴮᮏ　༓ᱜ ⺋᱓ 㻝䇻㻝㻝䇿㻞㻝

㻞 㔝　ᮥᙬ ⺋᱓ 㻝䇻㻝㻤䇿㻡㻤

３年　㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᪂㔝　⨾⏕ ⺋᱓ 㻝䇻㻜㻣䇿㻤㻞

３年　㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

1 ⯞山　ⴥฑ ᮾ᰿ 㻝䇻㻞㻟䇿㻠㻣

䠐年　㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 ఀ藤　⤢Ꮚ Ⲩ◒ 㻠㻣䇿㻝㻥

㻞 菅　　⤖ឡ 㩗㈅ 㻠㻣䇿㻢㻢

㻟 和⏣　　㞸 Ⲩ◒ 㻠㻤䇿㻤㻜

䠐年　㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 బ藤　୕ဏ 㩗㈅ 㻡㻢䇿㻞㻜

㻞 ఀ藤　⤢Ꮚ Ⲩ◒ 㻡㻢䇿㻥㻜

3 菅原　⣪ᕼ ᮾ᰿ 㻡㻤䇿㻞㻡

䠐年　㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ➉⏣　ె⳯ Ⲩ◒ 㻡㻡䇿㻡㻜

㻞 菅　　⤖ឡ 㩗㈅ 㻡㻤䇿㻟㻝

㻟 㯮⃝　℩ዉ 㩗㈅ 㻝䇻㻜㻟䇿㻠㻞

䠐年　㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 బ藤　୕ဏ 㩗㈅ 㻝䇻㻜㻤䇿㻣㻢

㻞 ᑠᯘ　ඃ㑣 Ⲩ◒ 㻝䇻㻝㻡䇿㻟㻥

㻟 ⤃㔝　ክ ᮾ᰿ 㻝䇻㻞㻣䇿㻤㻥

䠑年　㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 ᑠ➟原　ᾴ ᮾ᰿ 㻠㻞䇿㻟㻜

㻞 㛗㇂㒊かࢀん 㩗㈅ 㻠㻡䇿㻢㻞

㻟 ୖᮧ　　ᮥ 㩗㈅ 㻠㻤䇿㻥㻣

䠑年　㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 ᑠᯘ　ᾏⰼ ⺋᱓ 㻝䇻㻜㻜䇿㻞㻜

㻞 ᒸ㒊　　ඃ ⺋᱓ 㻝䇻㻜㻠䇿㻤㻠

䠑年　㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᑠ➟原　ᾴ ᮾ᰿ 㻡㻞䇿㻤㻞

㻞 㛗㇂㒊かࢀん 㩗㈅ 㻡㻡䇿㻡㻞

㻟 ⯞山　ኳᑀ ᮾ᰿ 㻡㻤䇿㻤㻜

㻌㻌䠑年　㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 ᮌ　┾⳯ ᮾ᰿ 㻡㻢䇿㻟㻠

㻞 ᶫᮏࡾࡽࡦ ᮾ᰿ 㻡㻢䇿㻤㻥

㻟 ᪂㔝　ⴌ㤶 ᮾ᰿ 㻝䇻㻜㻤䇿㻣㻝

䠑年　㻝㻜㻜㼙　自⏤形

㻝 బ藤　ྔᮃ 㩗㈅ 㻝䇻㻠㻤䇿㻠㻟

䠑年　㻝㻜㻜㼙　ಶ人䝯䝗䝺䞊

㻝 ᶫᮏࡾࡽࡦ ᮾ᰿ 㻝䇻㻡㻟䇿㻥㻤

㻞 ⯞山　ኳᑀ ᮾ᰿ 㻝䇻㻡㻠䇿㻥㻜

㻟 ᮌ　┾⳯ ᮾ᰿ 㻞䇻㻜㻜䇿㻣㻟

䠒年　㻡㻜㼙　自⏤形

㻝 ᅧ㇂　⨾⿱ Ⲩ◒ 㻟㻣䇿㻝㻤

㻞 ᖹ　ⰼዉ ᮾ᰿ 㻟㻣䇿㻥㻝

㻟 ➉⏣　　⃢ Ⲩ◒ 㻠㻝䇿㻟㻢

䠒年　㻡㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 菅　　၏Ꮚ 㩗㈅ 㻡㻜䇿㻟㻠

㻞 㔝　⏤⳯ ⺋᱓ 㻡㻠䇿㻞㻥

㻟 ᱵὠ　⤢ె ᮾ᰿ 㻡㻡䇿㻡㻜

䠒年　㻡㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᱵὠ　ᙬኸ ᮾ᰿ 㻠㻣䇿㻞㻟

㻞 㯮⃝　༓ᫍ ᮾ᰿ 㻡㻝䇿㻤㻣

㻟 ᑠᯘὶ⩚Ἃ ⺋᱓ 㻡㻟䇿㻝㻝

㻌㻌䠒年　㻡㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 ᱵὠ　᱈⳹ ᮾ᰿ 㻠㻣䇿㻞㻠

㻞 ᑠ形　真⥴ ᮾ᰿ 㻡㻤䇿㻣㻠

㻟 ⳥ᆅᙬ⾰᮶ ᮾ᰿ 㻝䇻㻜㻤䇿㻡㻥

䠒年　㻝㻜㻜㼙　自⏤形

㻝 ➉⏣　　⃢ Ⲩ◒ 㻝䇻㻟㻞䇿㻣㻤

䠒年　㻝㻜㻜㼙　⫼Ὃ䛞

㻝 ᱵὠ　⤢ె ᮾ᰿ 㻞䇻㻝㻝䇿㻜㻜

䠒年　㻝㻜㻜㼙　ᖹὋ䛞

㻝 ᱵὠ　ᙬኸ ᮾ᰿ 㻝䇻㻟㻤䇿㻟㻠

㻞 㯮⃝　༓ᫍ ᮾ᰿ 㻝䇻㻡㻝䇿㻝㻝

㻟 ᅧ㇂　⨾⿱ Ⲩ◒ 㻝䇻㻡㻝䇿㻤㻜

䠒年　㻝㻜㻜㼙　䝞タ䝣ライ

㻝 ᱵὠ　᱈⳹ ᮾ᰿ 㻝䇻㻠㻢䇿㻢㻞

䠒年　㻝㻜㻜㼙　ಶ人䝯䝗䝺䞊

㻝 ᖹ　ⰼዉ ᮾ᰿ 㻝䇻㻠㻢䇿㻞㻤

ொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռொຽਫӭେձͷ݁Ռ
　̡ ７月 28 日／白鷹町民プール】

　●各種目３位まで掲載。
　　˞̍�2���� ʹ̍ 2� ඵ ��
　●（新）は大会新記録
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ま
ち
づ
く
り
座
談
会
開
催
中

皆
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
地
域
の

課
題
や
町
政
全
般
に
つ
い
て
ご

意
見
を
い
た
だ
く
「
ま
ち
づ
く

り
座
談
会
」
が
、
７
月
�9
日
の

鷹
山
地
区
を
皮
切
り
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
町
と
各
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
共
催

で
開
催
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り

座
談
会
。
今
年
は
す
で
に
蚕
桑

地
区
を
除
く
５
地
区
が
終
了

し
、
延
べ
２
５
３
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
。
ま
ち
づ
く
り
複
合
施

設
や
、
空
き
家
、
少
子
化
・
人

口
減
少
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
詳
し
く
は
全
て
の
地
区
で

開
催
後
、「
広
報
し
ら
た
か
９

月
�2
日
号
」
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
蚕
桑
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
座
談
会
は
８
月
�9
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
蚕
桑
地
区

外
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
男
女
年
齢

問
わ
ず
参
加
い
た
だ
き
、
多
数

の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

ࢫ࣮ࣗࢽのࡕࡲ

㛤ദ᭶᪥ ᆅ　༊ ཧຍ⪅ᩘ

̓᭶1�᪥ 㮚山ᆅ༊ �0人

̓᭶20᪥ Ⲩ◒ᆅ༊ �0人

̓᭶2�᪥ ༑⋤ᆅ༊ ��人

̓᭶26᪥ ᮾ᰿ᆅ༊ 6�人

̓᭶2�᪥ 㩗㈅ᆅ༊ ��人

８᭶1�᪥（ணᐃ） ⺋᱓ᆅ༊ ̿

友
好
広
が
る
パ
ス
を
つ
な
ぐ
―
―

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会

　

町
と
観
光
友
好
都
市
で
あ
る

気
仙
沼
市
、
そ
し
て
姉
妹
都
市

で
あ
る
長
岡
市
栃
尾
地
域
の

サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
、
し
ら
た
か
Ｆ
Ｃ
．
ホ
ー
ク

ス
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
よ
る
交
流
大
会
が
、
７
月

30
、
3�
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
サ
ッ
カ
ー
を

通
じ
て
、
交
流
の
促
進
と
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
、
参
加
し
た

の
は
各
地
域
の
小
学
２
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
52
人
。
初
対

面
し
た
初
日
は
、
バ
ブ
ル
サ
ッ

カ
ー
に
よ
る
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

や
夕
食
を
と
も
に
し
、
２
日
目

に
東
陽
グ
ラ
ン
ド
で
親
善
試
合

を
行
い
ま
し
た
。
試
合
で
は
各

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
一
つ
と

な
る
混
合
チ
ー
ム
を
結
成
。
各

チ
ー
ム
ご
と
に
円
陣
を
組
み
、

声
を
掛
け
合
っ
て
パ
ス
を
つ
な

ぐ
と
、
友
好
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
度
独
立
行
政
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（
ｔ
ｏ

ｔ
ｏ
）
の
助
成
を
受
け
て
整
備

を
進
め
て
い
た
町
ふ
る
さ
と
森

林
公
園
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

は
、
芝
の
養
生
期
間
を
経
て
、

６
月
26
日
に
同
所
で
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
は
９
ホ
ー
ル
２

コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
、
施
工
面

積
は
１
万
１
９
２
０
平
方
㍍
。

式
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

「
第
��
回
白
鷹
町
長
杯
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
親
睦
大
会
」
に
は
愛
好

者
約
80
人
が
参
加
し
、
き
れ
い

に
整
備
さ
れ
た
コ
ー
ス
上
で
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

き
れ
い
な
コ
ー
ス
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
―
―

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が
竣
工
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第
56
回
山
形
県
中
学
校
総
合
体

育
大
会
が
７
月
22
日
～
24
日
の
日

程
で
開
催
さ
れ
、
創
立
２
年
目
の

白
鷹
中
学
校
が
各
種
目
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。
県
内
の
強
豪

と
の
戦
い
を
勝
ち
抜
き
、
東
北
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
団

体
・
個
人
は
下
記
の
通
り
で
す
。

　　

第
56
回
山
形
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

創
立
２
年
目
の
白
鷹
中
が
大
健
闘

　

７
月
�5
日
、
日
本
赤
十
字
社

名
誉
副
総
裁
の
秋
篠
宮
妃
紀
子

様
の
ご
臨
席
の
も
と
、
平
成
28

年
度
山
形
県
赤
十
字
大
会
が
天

童
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
長
谷
川
建
設
株

式
会
社
が
社
資
功
労
法
人
と
し

て
金
色
有
功
章
を
受
章
。ま
た
、

青
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

荒
砥
高
校
３
年
の
丸
川
恵
利
花

さ
ん
（
横
田
尻
）
に
よ
る
体
験

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
丸
川
さ

ん
は
、地
域
赤
十
字
奉
仕
団「
こ

ぶ
し
会
」
と
の
炊
き
出
し
体
験

や
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、

約
１
０
０
０
人
の
参
会
者
を
前

に
堂
々
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
24
日
、
次
代
を
担
う
青

少
年
の
健
全
な
活
動
及
び
育
成

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
る
、
白
鷹
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
総
会
が
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

席
上
で
は
、
他
の
模
範
と
な

る
活
動
に
取
り
組
み
、
地
域
の

福
祉
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
東

根
小
学
校
児
童
会
と
、
鮎
貝

七
五
三
獅
子
舞
子
獅
子
連
の
会

長
と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
伝

統
文
化
の
継
承
及
び
青
少
年
の

健
全
育
成
に
貢
献
さ
れ
た
梅
津

一
郎
さ
ん
（
鮎
貝
）
が
、
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
研
修
で
は
、
平
成
27

年
度
長
井
地
区
少
年
の
主
張
大

会
出
場
者
に
よ
る
発
表
と
、
エ

リ
ア
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
向
田
俊
一
氏
よ
り

「
い
じ
め
・
非
行
の
実
態
と
対

応
」
と
題
し
て
、
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
総
会

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る

鮎貝七五三獅子舞子獅子連 

会長　梅津一郎さん

東根小学校児童会長

黒澤千星さん

東
北
大
会
出
場
を
決
め
、
勢
い
に
乗

る
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

赤
十
字
の
い
っ
そ
う
の
普
及
を
目
指
し

平
成
28
年
山
形
県
赤
十
字
大
会
開
催

堂々と体験発表する丸川恵利花さん

【ᅋయ】 ➨̎ ⏨Ꮚ࣮ࣝ࣎ࢺࢵࢣࢫࣂ㒊

【ಶ人】

➨̎ ࢫࣝࢢࣥࢩᏊ⏨ࣥࢺ࣑ࣥࢻࣂ 㧘ᶫ⩧㤿（３年）

➨３ 㝣ୖ➇ᢏ　ዪᏊపᏛ年̐�100㹋࣮ࣜࣞ
ୖᮧᰭฑ（̍年）菅原さࡁࡘ（̎年）
ᘅᒃ༓ᑜ（̍年）ᮌ㔛⳯（̎年）

➨̐ ỈὋ⏨Ꮚ�0㹋⮬⏤形 㔠⏣⌮ኸ（̎年）

➨̓ ỈὋ⏨Ꮚ200㹋ࣛࣇࢱࣂ Ᏻ㒊ឡ⩧（３年）
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⤥㔠の✀㢮 ᖹᡂ2�年ᗘ⮫⚟♴⤥㔠
㞀ᐖ࣭㑇᪘年㔠ཷ⤥⪅ྥけ⤥㔠

（年㔠⏕ά⪅➼ᨭ⮫⚟♴⤥㔠）

ᑐ㇟⪅

ᖹᡂ2�年̍᭶̍᪥Ⅼ࡛ⓑ㮚⏫にఫẸ

ᆒ�ᖹᡂ2�年ᗘศの⏫Ẹ⛯ࠊࡾ࠶ࡀ⚊

➼�ࡀㄢ⛯さࢀていない᪉ࠋ

※住民税が課税されている方に扶養さ

　れている場合や、生活保護の受給者

　などの場合は支給対象になりません。

ᖹᡂ2�年ᗘ⮫⚟♴⤥㔠のᑐ㇟の᪉࡛ࠊ

ᖹᡂ2�年̑᭶ศの㞀ᐖᇶ♏年㔠もしくࡣ

㑇᪘ᇶ♏年㔠をཷ⤥さࢀていࡿ᪉ࠋ

※高齢者向け給付金を受給された場合は、

　支給対象になりません。　

ᨭ⤥㢠 ᑐ㇟⪅̍人にࡁࡘ　�000 ᑐ㇟⪅̍人に�0　ࡁࡘ000

ொ͔Βの͓Βͤ

　

平
成
26
年
か
ら
消
費
税
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
の

少
な
い
方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
対
象
と
な
る
方
に
「
臨
時
福
祉

給
付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及

び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
年
金
受
給

者
の
方
を
対
象
に
、「
障
害
・
遺
族

年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」

を
支
給
し
ま
す
。

●
申
請
先　

白
鷹
町
健
康
福
祉
課
福

　

祉
係
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
お
知
ら
せ　

支
給
対
象
と
思
わ
れ

　

る
方
に
は
、
８
月
下
旬
に
お
知
ら

　

せ
と
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

●
受
付
期
間　

９
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　

～
��
月
30
日
（
水
）

●
受
付
方
法　

申
請
書
及
び
必
要
書

　

類
を
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
よ

　

り
郵
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
健
康

　

福
祉
課
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

健
康
福
祉
課
福
祉
係　

☎
86

－

０
１
１
１

□�

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び

　 
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
に
つ
い
て

ʲো͕͍ऀͷٮʹ͔͔ΘΔಧग़௨ใɺࢧԉͷ૬ஊͷडʳ
ɹὸ８̒�̌̍̍̍ࢱ՝ࢱ߁݈

障害者虐待は以下の３種類に分かれています

⁞ཆऀޢʢՈʣʹΑΔٮ
 ো͕͍ऀࢪࢱઃैऀࣄʹΑΔٮ
ٮओಉ྅ʣʹΑΔۀࣄʢऀ༺

どんな行為が障害者虐待になるのʁ
【㌟యⓗᚅ】ো͕͍ऀͷମʹ行ΛՃ͑ͨΓɺਖ਼ͳཧ༝͕ͳ͘ো͕͍ऀͷ  
　　　　　　　ମΛറΔͳͲಈ͖ͷͱΕͳ͍ঢ়ଶʹ͢Δ͜ͱɻ
【ᛶ ⓗ  ᚅ】ো͕͍ऀʹແཧΓΘ͍ͤͭͳ͜ͱΛͨ͠Γɺͤͨ͞Γ͢Δ͜ͱɻ
【ᚰ⌮ⓗᚅ】ো͕͍ऀʹର͢Δݴڋઈ͢ΔͳͲͷରԠɺෆͳࠩผݴ
　　　　　　　ಈʹΑΓਫ਼ਆతͳۤ௧Λ༩͑Δ͜ͱɻ
【ᨺᲠ࣭ᨺ௵】ো͕͍ऀΛ์ஔ͠ɺ৯ࣄೖཋɺચ୕ɺഉᔔͳͲͷੈհॿ
　　　　　　　Λ΄ͱΜͲͤͣਰऑͤ͞Δ͜ͱɻ·ͨɺඞཁͳࢱαʔϏε
　　　　　　　ҩྍɺڭҭΛडけͤ͞ͳ͍͜ͱɻ
【⤒῭ⓗᚅ】ຊਓͷಉҙͳ͠ʹো͕͍ऀͷ࢈ࡒ年ۚɺۚͳͲΛ͜͏ͱɻ
　　　　　　　·ͨɺো͕͍ऀʹཧ༝ͳۚ͘મΛ༩͑ͳ͍͜ͱɻ

虐待かなʁと思ったらすぐにご連絡ください

ਓɺ行ͷ୲૭口௨ใ͢Δ͕ٛあΓ·͢ɻ早ΊͷରԠ͍ͨͮؾʹٮ
ࢧԉ͕ɺٮ͞Ε͍ͯΔো͕͍ऀͩけͰͳ͘ɺٮ͍ͯ͠ΔՈͳͲ๊͕
͑Δͷղܾʹͭͳ͕Γ·͢ɻ

白鷹町障害者相談員
   を設置しています

　町では、身体障がい者

及び知的障がい者の福祉

の増進を図ることを目的

として、白鷹町障害者相

談員を設置しています。

身体障がい者や知的障が

い者、その保護者等から

のさまざまな相談に応じ

ます。

㹙㌟య㞀ᐖ⪅┦ㄯဨ㹛

 金田　茂也さん

 土屋　平敏さん

 髙橋　直志さん

㹙▱ⓗ㞀ᐖ⪅┦ㄯဨ㹛

 金田　正子さん

【問い合わせ】

健康福祉課福祉係

ὸ８６- ０１１１

ΈΜͳͰো͕͍ऀΛٮ͔ΒकΓ·しΐ͏
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ொ͔Βの͓Βͤ

募 集 職 種 採用予定人員 受　験　資　格

ಖ ⫱ ኈ ⱝᖸྡ

ձ୍⯡ᯟ

　ᖹᡂ３年̐᭶̎᪥かࡽᖹᡂ９年̐᭶̍᪥࡛ࡲに⏕ࢀࡲた᪉࡛ࠊಖ

　⫱ኈཬࡧᗂ⛶ᅬᩍㅍの㈨᱁を᭷ࡿࡍ᪉ࡲࠊたྲྀࡣᚓぢ㎸の᪉

ղ♫人⤒㦂ᯟ

　和 �1年̐᭶̎᪥かࡽᖹᡂ３年̐᭶̍᪥࡛ࡲに⏕ࢀࡲた᪉࡛ࠊ　

　ಖ⫱ኈཬࡧᗂ⛶ᅬᩍㅍの㈨᱁を᭷しࠊಖ⫱ᅬࠊᗂ⛶ᅬに̍年௨ୖ

　ົ⤒㦂のࡿ࠶᪉

■試験日等
ʲୈ̍ݧࢼ࣍ʳ

˜  ͍ͭ　݄̕ �8 ʢʣ

˜  Ͳ͜Ͱ　നୋொ݈߁ࢱηϯλʔ

˜ ʢᶃ一ൠͷํͷみʣɾݧࢼ༰　ઐݧࢼ 
　৬దԠੑࠪݕɾ࡞จݧࢼ

ʲୈ̎ݧࢼ࣍ʳ

˜  ͍ͭ　�0 ݄中ɾԼ०༧ఆ

˜  Ͳ͜Ͱ　നୋொ݈߁ࢱηϯλʔ

˜ ݧࢼ༰　໘ݧࢼ 
■申込書及び募集要項の請求方法
　നୋொࣾձٞڠࢱձʢ݈߁ࢱηϯλʔʣ 
　Ͱ͠·͢ɻ༣ศͰ͢ٻΔ߹ɺ෧
　ͷදʹʮݧࢼ༺࠾ਃࠐॻٻʯͱगॻ͖͠ɺ
　ฦ信༻෧ʢ長̏ܗ߸ʹ 82 ԁखΛ షΓɺ
　ѼઌΛ໌ͨ͠هͷʣΛಉ෧͍ͯͩ͘͠͞ɻ
　·ͨɺࣾ ձٞڠࢱձͷϗʔϜϖʔδʢIUUQ���
　XXX�TIJSBUBLB�TZBLZP�DPN�ʣ͔Βμϯ
　ϩʔυͰ͖·͢ɻ

■申込方法
　ਃࠐॻʹඞཁ߲ࣄΛهೖ͠ɺࣸ真ʢ̏Χ݄Ҏ
　ʹࡱӨͨ͠ͷͰɺλς̐DN ʷϤί̏DN
　ɾແɾ্ɾਖ਼໘ʣΛషΓɺ住ຽථঞຊ
　ʢຊ੶ࡌهʣɺอҭٴূ࢜ͼ༮ஓԂڭ་໔ূڐ
　ͷࣸ͠·ͨ֨ࢿऔಘ໌ূࠐݟॻΛఴͯ͠
　͍ͩ͘͞ɻ༣ૹͷ߹ɺඞͣʮ؆қॻཹʯ
　ʹΑΓૹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
■受付期間

　݄̔̕ʢՐʣʙ݄̔ 25 ʢ木ʣ
　ʢͨͩ͠ɺ土ɾ༵ɺॕࡇΛআ͘ɻʣ
˞डؒظɺޕલ̔࣌ 30 ʙ࣌̑ޙޕ
˞༣ૹͷ߹݄̔ 25 ʢ木ʣඞண
■申込先・問い合わせ
　ࣾձࢱ๏ਓ　നୋொࣾձٞڠࢱձ
　˟ 992�083�　നୋொେࣈ荒砥甲 488 ൪
　നୋொ݈߁ࢱηϯλʔ　　
　ὸ̔̒� ̌̍̑̌

平成 29 年度採用  白鷹町社会福祉協議会職員募集

　

�0
月
�6
日
（
日
）
執
行
予
定
の
白
鷹
町
長

選
挙
の
立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

立
候
補
の
届
出
に
必
要
な
書
類
を
お
渡
し

し
、
届
出
書
へ
の
記
載
方
法
、
出
納
責
任
者

の
事
務
な
ど
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

出
席
さ
れ
る
方
は
、
本
人
ま
た
は
代
理
人
の

方
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

●
日
時　

９
月
�4
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分

●
場
所　

白
鷹
町
中
央
公
民
館　

３
階

　
　
　
　
「
大
会
議
室
」

【
問
い
合
わ
せ
】

白
鷹
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
85

－

６
１
２
０

□�

白
鷹
町
長
選
挙

 「
立
候
補
予
定
者
説
明
会
」

     
を
開
催
し
ま
す

中央公民館
臨時休館のお知らせ

　݄̔ 20 ʢ土ʣɺࣄ
ʹΑΔఀిͷͨΊ中ԝެຽؗ
Λྟؗٳ࣌ͱ͍͖ͤͯͨͩ͞
·͢ɻ·ͨɺ2� ʢʣ
௨ৗͲ͓ΓؗٳͱͳΓ·͢ɻ
ར༻ऀͷօ༷ʹ͝Λ͓
͔け͍ͨ͠·͕͢ɺ͝ཧղͱ
ɻ͢·͍͍ͨ͠ئΛ͓ྗڠ͝
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白鷹町の特産品を知る
天蚕観察会

　݄̓ 22 ɺ܂ࢋ小ֶ̏ߍ年ੜ 25 ਓͱ鮎貝小ֶ
ͷ̏年ੜߍ 26 ਓ͕ɺਂ山۠Ͱఱࢋͷ؍ձΛ行
͍·ͨ͠ɻ
　͜Εɺ͠ Β͔ͨఱࢋͷձʢձ長 ਢ田信一氏ʣ͕ɺ
子Ͳͨͪʹொͷಛ࢈ΛͬͯΒ͓͏ͱاը͠
͍ͯΔͷɻࣇಐͨͪɺఱࢋͷशੑՈࢋͱͷҧ
͍͍ͭͯΛֶश͠ɺΤαͱͳΔΫψΪͷ༿ͱಉ͡ԫ
৭ͷఱࢋΛͯݟͼͬ͘ΓɻॳΊࣗͰͳ͔ͳ͔
けΔ͜ͱ͕Ͱ͖ͳ͍༷子Ͱ͕ͨ͠ɺ͠Βͭ͘͢ݟ
Δͱʮあͬɺ͍ͨʂʯʮͬͪ͜ʹ͍Δʂʯͱあͪ
͔ͪ͜Β্͕͕Γɺڵຯਂ͍ͯ͘͠؍·ͨ͠ɻ

　݄̓ �0 ɺஔࣀҬ̍市̏ொͷফஂһ͕ૢ
๏ٕज़Λ͏ڝ山ݝܗফڠձஔࢧࣀ部ফૢ๏େ
ձ͕ஔࣀ行߹ফຊ部Ͱ։͔Ε·ͨ͠ɻ
　നୋொ͔Βɺ小ܕϙϯϓͷ部ʹ̍ஂ̑部̐൝
ͱ̎ஂ̍部̐൝ɺϙϯϓंͷ部ʹ̍ஂ̍部̍൝ɺ
小ܕϙϯϓੵंࡌͷ部ʹ̎ஂ̎部̍൝͕ग़ɻொ
େձҎ߱ܧଓͯ͠औΓΜͰ͖ͨ܇࿅ͷՌΛ൸
࿐͠ɺ小ܕϙϯϓͷ部ʹ͓͍ͯ̍ஂ̑部̐൝͕̎
Ґͱ͍͏݁ՌΛऩΊ·ͨ͠ɻࡂͷҙ͕ࣝ高·Δ
࿅ͷੵみॏͶ͕ɺҬ܇ɺফஂһͷ͜͏ͨ͠ࠓࡢ
ΛकΔྗʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ

　土田ഋୈ 35 ճֶಐೈࣜ野ٿେձ݉ୈ 29 ճΖ͏
͖Μഋֶಐೈࣜ野ٿେձถ۠༧બձ͕ 7 ݄ �6
ʙ �8 ͷ̏ؒɺീ഼原野ٿ΄͔Λձʹ։࠵ɻ
നୋϦτϧϗʔΫε野ٿεϙʔπগ年ஂ͕ग़͠·
ͨ͠ɻ
　ஔࣀ一ԁͷ25νʔϜͰͨͬڝτʔφϝϯτͰɺ
࿈ͷ͍ڧࠩ͠ʹମྗΛୣΘΕͳ͕Β४優উ
ΛऩΊɺ�0 ݄ʹ行ΘΕΔݝେձग़ΛܾΊ·ͨ͠ɻ
ࢼみΜͳͰऀޢಋऀɺஂһɺอࢦಜʮل原ल܀
行͠ޡࡨͳ͕Β࡞Γ্͖͛ͯͨνʔϜͰɺ৳ͼ͠Ζ
·ͩ·ͩあΔɻݝେձʹけɺޙࠓਫ਼一ഋ࿅श
ʹऔΓΜͰ͍͘ʯͱίϝϯτ͠·ͨ͠ɻ

土田杯第 35 回学童軟式野球大会兼
第 29 回ろうきん杯学童軟式野球大会米沢地区予選会
白鷹リトルホークスが成長見せる

西置賜支部操法大会
早く正確な技術が地域を守る――

7/16 1回戦 対 窪田ウィングス（米沢市） �-0 ○

7/17
2回戦 対 宮内ブルーアローズ（南陽市） �-1 ○
準々決勝 対 ホワイトローズ（米沢市） �-� ○

7/18
準決勝 対 大塚北斗スターズ（川西町） �-� ○
決勝 対 東部グリーンファイターズ（米沢市） �-� ×
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　ொ土վ良۠ͷओ࠵ʹΑΔਫརࢪઃֶ͕ݟɺ݄̓
�� ʹ܂ࢋ小ֶߍͰɺ݄̓ 22 ʹ౦ࠜ小ֶߍͰ
行ΘΕ·ͨ͠ɻ　
　౦ࠜ小ֶߍͰɺ̐年ੜ �5 ਓ͕長井市ʹあΔਡ
๚ԃ಄ट͔ΒֶݟΛελʔτɻ一ਓͻͱΓ͕Χϝ
ϥͰࣸ真ΛࡱΓɺϝϞΛͱΓͳ͕Βࢪઃͷׂྺ
ऀޢಐͷอࣇճॳΊͯࠓΛֶͼ·ͨ͠ɻ·ͨɺ࢙
ֶݟձʹࢀՃɻࢀՃͨ͠อ͔ऀޢΒʮେਓͰ
Βͳ͍͜ͱΛɺ子Ͳͨͪͱ一ॹʹษڧͰ͖Δ良
ɺདྷ年ֶݟઃࢪධɻ子Ͱͷձͩͬͨʯͱػ͍
Ҏ߱Ҿ͖ଓ͖行ΘΕΔ༧ఆͰ͢ɻ

四季の郷駅夏の感謝祭
地域でつくる「七夕飾りまつり」
ق࢛ʮࣣ༦০Γ·ͭΓʯʢࡇँײӺ夏ͷڷͷق࢛　
ͷڷӺͰָ͠Ήձओ࠵ʣ݄̓̎ɺ৭ͱΓͲΓͷ
ࣣ༦০ΓͰ࠼ΒΕͨق࢛ͷڷӺͰ։͔Ε·ͨ͠ɻ
　̑ճͷ։࠵ͱͳΔࠓ年ɺӺपลͷࢪࢱઃ
ͳͲۀا �0 ஂମ͕ग़ళɻಛઃεςʔδͰɺനୋ
ଠޑୋᠳձͷԋɺࡔͷΧΠΞϚ智子͞Μͷ歌
͕൸࿐͞ΕɺࡇΓΛ͞ΒʹΓ্͛·ͨ͠ɻ·ͨɺ
݄̓̍ʹσϏϡʔ͔ͨ͠Γͷ山ܗమಓϑϥϫʔ
長井ઢߚՖϥοϐϯάྻंӺʹ౸ண͠ɺձʹ՚
Λͦ͑·ͨ͠ɻ

　ͻ͕͠ͶอҭԂͰ݄̓ �4 ɺொͷ౷野菜Ͱ
あΔʮ畔藤ΩϡϦʯΛͨͬͷΓ͖ͮ͘רΓ͕行
ΘΕ·ͨ͠ɻ
　畔藤ΩϡϦɺैདྷͷΩϡϦͱൺΔͱ
��5 ഒେ͖͘ɺ͍΅͕͍ࠇͷ͕ಛɻ͜ͷ༻ҙ͞
Εͨͷɺ畔藤ΩϡϦछ子อଘձձ長ͰあΔ新
野司͞Μʢ広野ʣ͔ΒබΛ͍͖ͨͩɺڠ੨年部
ͷํͷྗڠΛಘͯԂ͕ͪͨࣇҭͯͨͷɻԂͪͨࣇ
ɺ͠Λ্खʹͯͬΩϡϦΛ͝൧ͷ্ʹͤ
Δͱɺ͘Δ͘Δͱ͍ͯרʮ͏·͘Ͱ͖ͨʂʯͱຬ
͛ͳදΛͤݟ·ͨ͠ɻੜऀ࢈ͷ͍ͦͯͬ͜ݮΔ
畔藤ΩϡϦͰ͕͢ɺҬʹΔ౷野菜͜ͷΑ
ͱ͑ΒΕ͍ͯ·͢ɻੈޙͯ͠ʹ͏

地域に根付く伝統野菜を食す
畔藤キュウリでのり巻き作り

町内小学校で水利施設見学会
田んぼに水が入るまでを学ぶ
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工
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菜
が
自
慢
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父
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口　
　
　
　
　

長
井
市　

安
部
あ
り
な

細
々
と
暮
ら
す
田
舎
の
母
想
う　
　
　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

健
一　

細
心
の
注
意
怠
り
我
転
ぶ　
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石
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次
衛
門

入
梅
細
い
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す
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湯
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香
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荒
砥
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十
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か
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細
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淨
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荒
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十
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叱
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そ
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気
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細
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が
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ば
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健
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細
心
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ル
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き
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上
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ま
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憧
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光
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保
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姿
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の
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我
が
身
に
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溜
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町
田
市　

保
髙　

悦
子

細
腕
に
重
い
も
の
上
げ
良
く
も
な
る　
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王　

松
田　
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一

雨
降
っ
て
心
細
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成
り
友
を
呼
ぶ　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野　

村
上　
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造

細
腕
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る
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王　

守
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勝
助

年
寄
り
が
い
て
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と
田
が
残
り　
　
　
　
　

十　

王　

守
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郎

得
意
技
趣
味
で
小
細
工
作
る
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貝　

横
沢　
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太
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な
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た
手
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に
人
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重
ね
見
る　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 細 ―　　 

次回「大」八月二十五日まで。　「輪」九月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

協
力
隊
の
石
井
で
す
。
皆
さ
ん
７

月
は
お
忙
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
私
も
負
け
じ
と
イ
ベ
ン
ト
を
二

つ
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
様

子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
「
や
ま
ぎ
わ
市
場
と
音
楽
会
」
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
て
、
常
福
院
と
安

楽
院
の
歴
史
と
仏
像
を
紹
介
し
ま
し

た
。
20
～
40
代
の
参
加
者
が
多
く
、

文
化
と
人
々
の
楽
し
み
が
見
え
て
き

て
面
白
い
！
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

蚕
桑
地
区
外
で
す
が
、中
山
寺（
中

山
）
の
置
賜
三
十
三
観
音
を
調
査
し

ま
し
た
。
中
山
地
区
の
方
に
仏
像
の

施
主
は
誰
の
ご
先
祖
か
と
お
聞
き
し

て
、
史
談
会
の
重
鎮
達
に
崩
し
字
を

読
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
三
十
三
観
音
は
明
治
�3
年
に
作

ら
れ
、
施
主
は
87
人
お
り
、
う
ち
57

名
の
子
孫
の
名
前
と
現
住
所
が
分
か

り
ま
し
た
。
１
３
６
年
も
前
の
事
を

記
憶
し
て
い
る
の
は
地
域
に
根
差
し

て
生
き
て
き
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
で
、
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

白
鷹
町
に
来
て
早
８
ヶ
月
、
よ
う

や
く
皆
さ
ん
に
調
べ
た
事
を
お
話
し

し
た
り
、
一
緒
に
調
査
を
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ

う
な
活
動
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
！

ɹ̎ͭのΠϕϯτΛ
ɹ։࠵し·した

地域おこし協力隊　石井紀子

地
域
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
若
い
世
代
が
身
近
に

い
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

内
容
は
、
仏
像
の
作
り
方

や
、
紹
介
し
た
仏
像
が
作
ら

れ
た
江
戸
時
代
後
期
に
お
け

る
山
口
区
の
農
作
物
の
収
穫

量
や
出
羽
三
山
信
仰
お
よ

び
、
米
沢
藩
の
財
政
改
革
な

ど
を
通
覧
す
る
と
、
豊
か
な

ɹ̎ͭのΠϕϯτΛɹ̎ͭのΠϕϯτΛ

第６回

地域おこし協力隊通信
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５- ６１２０

ொަࡍඅொのओͳಈ੩ ݄̓ ݄̓
月　日 行　　事　　名

㻣᭶ 㻝᪥

➨ 㻢㻢 ᅇⓑ㮚⏫♫䜢᫂䜛䛟䛩䜛㐠ືෆ㛶⥲⌮
⮧䝯䝑䝉䞊䝆ఏ㐩ᘧ

䝣䝷䝽䞊㛗⥺䝷䝑䝢䞁䜾ิ㌴ฟⓎᘧ

⣚ⰼ䠿䡋䡈䡋䡎䡏䜸䞊䝥䝙䞁䜾䝉䝺䝰䝙䞊

➨ 㻢㻢 ᅇⓑ㮚⏫♫䜢᫂䜛䛟䛩䜛㐠ື住Ẹ㞟

㻣᭶ 㻞᪥
ᮾிၟᕤ㆟所༓௦⏣ᨭ㒊⾲ᩗゼၥ᮶⏫

ᅄᏘの㒓㥐ኟのឤㅰ⚍

㻣᭶ 㻟᪥
Ỉ㢌ᆅ༊ᆅᇦ䛯䜑ụ⥲ྜᩚഛᴗᏳ♳㢪
⚍ 䞉 ❹ᕤ⚃㈡

㻣᭶ 㻠᪥ ⓑ㮚⏫Ẹ⏕ጤဨ᥎⸀

㻣᭶ 㻡᪥

ᒣᙧ㖟⾜ᮏᗑ⣚ⰼᒎ♧䜸䞊䝥䝙䞁䜾䝉䝺䝰䝙䞊

▱⾲ᩗゼၥ䚷⣚ⰼ䝥䝺䝊䞁䝖

ⓑ㮚⏫㔠⼥᠓ㄯ

㻣᭶ 㻢᪥ ᴗゼၥ䚷䡚 㻣 ᪥䜎䛷 䠄ᮾி㒔䜋䛛䠅

㻣᭶ 㻥᪥

➨ 㻞㻞 ᅇⓑ㮚⣚ⰼ䜎䛴䜚䚷

ᇸ⋢┴ᱩᕝᕷ㛗䚸 ㆟㛗᮶⏫ 䠄⣚ⰼ䜎䛴䜚䠅

⏫ 㻼㼀㻭 㐃⤡༠㆟◊✲㞟

㻣᭶ 㻝㻜᪥
ᒣᙧ┴ᾘ㜵᧯ἲす⨨㈷ᨭ㒊

᪥ᮏ䝟䞊䜽䝂䝹䝣༠ᒣᙧ┴ὶ

㻣᭶ 㻝㻝᪥ Ⲩ◒㧗ᰯ䜢䝃䝫䞊䝖䛩䜛⥲

㻣᭶ 㻝㻞᪥ ⨨㈷⥲ྜ㛤Ⓨ༠㆟▱せᮃ

㻣᭶ 㻝㻟᪥ ᅜ㧗ᰯ⥲యⓑ㮚⏫ᐇ⾜ጤဨタ❧⥲

月　日 行　　事　　名
㻣᭶ 㻝㻠᪥ ᮾ䞉 ᾏ㐨ᆅ༊Ỉ※ᯘ㐀ᯘ༠㆟⥲䠄㟷᳃┴䠅

㻣᭶ 㻝㻡᪥ ᒣᙧ┴㉥༑Ꮠ

㻣᭶ 㻝㻣᪥ ⓑ㮚䝷䜲䜸䞁䝈䜹䝑䝥ᑡᖺ䝃䝑䜹䞊

㻣᭶ 㻝㻥᪥

㏻Ᏻ♳㢪⚍

ⓑ㮚⏫ᅜẸᗣಖ㝤㐠Ⴀ༠㆟

㮚ᒣᆅ༊䜎䛱䛵䛟䜚ᗙㄯ

㻣᭶ 㻞㻜᪥
Ⲯෆ⨨㈷୧ᆅ᪉⏫ᮧ㆟㆟㛗ྜྠ◊ಟ䚷䡚 㻞㻝 ᪥䜎䛷

Ⲩ◒ᆅ༊䜎䛱䛵䛟䜚ᗙㄯ

㻣᭶ 㻞㻝᪥ ⓑ㮚䜹䞁䝖䝸䞊䜶䝺䝧䞊䝍䞊⏝⤌ྜ⣡ᾴ

㻣᭶ 㻞㻞᪥ ┴㆟㎰ᯘỈ⏘ᖖ௵ጤဨどᐹ

㻣᭶ 㻞㻟᪥ 㛗ᆅ༊㏻Ᏻ༠ⓑ㮚ṇᨭ㒊㛗

㻣᭶ 㻞㻡᪥ ༑⋤ᆅ༊䜎䛱䛵䛟䜚ᗙㄯ

㻣᭶ 㻞㻢᪥ ᮾ᰿ᆅ༊䜎䛱䛵䛟䜚ᗙㄯ

㻣᭶ 㻞㻣᪥ ⓑ㮚䛝䜙䜔䛛⥲

㻣᭶ 㻞㻤᪥
ⓑ㮚⏫ẸỈὋ

༊㛗䛸ㄢ㛗の᠓ㄯ

㻣᭶ 㻞㻥᪥ 㩗㈅ᆅ༊䜎䛱䛵䛟䜚ᗙㄯ

㻣᭶ 㻟㻜᪥ ⓑ㮚㝧ගᏛᅬኟ⚍䜚

㻣᭶ 㻟㻝᪥

Ẽᕷ 䞉 㛗ᒸᕷᰣᑿᆅᇦ 䞉 ⓑ㮚⏫ᑠᏛ⏕
ὶᴗ  䝃䝑䜹䞊䝇䝫䞊䝒ᑡᖺᅋὶ䚷

ᒣཱྀⶈ⚍䜚

୰ᒣᆅ༊୰ᒣ㛫ᆅᇦ➼┤᥋ᨭᡶ᥎㐍༠㆟
య◊ಟ

よつばこども園
子ども俳句「なつまつり」

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
㻣᭶ 㻝㻟᪥ ㉗⟅ရ 㻝㻝㻝㻘㻤㻜㻜䚷 䝩䞊䜽䝇䝃䝭䝑䝖㛵ಀᅋయ➼

㻣᭶ 㻞㻜᪥ ᚚ⚃ 㻡㻘㻜㻜㻜䚷 䝩䝑䝥⏕⏘⪅⯆᠓ㄯ

㻣᭶ 㻞㻝᪥ ᚚ⚃ 㻟㻘㻟㻜㻜䚷
ⓑ㮚䜹䞁䝖䝸䞊䜶䝺䝧䞊䝍
䞊⏝⤌ྜᙺဨ⣡ᾴ

㻣᭶ 㻞㻞᪥ ᚚ⚃ 㻟㻘㻟㻜㻜䚷 ඵஎዪඵᖭ⚄♫༙ኟ⚍

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
㻣᭶ 㻞㻡᪥ ᚚ⚃ 㻡㻘㻜㻜㻜䚷 ⓑ㮚䛝䜙䜔䛛⥲

㻣᭶ 㻞㻢᪥ ᚚ⚃ 㻟㻘㻜㻜㻜䚷 ᒣཱྀⶈ⚍䜚

㻣᭶ 㻞㻣᪥ ⊩㓇 㻟㻘㻞㻜㻜䚷 㩗㈅ඵᖭᐑ㏻Ᏻ♳㢪⚍

ィ 㻝㻟㻠㻘㻢㻜㻜䚷

　夏の子どもの楽しみは、お祭りです。お祭りで子ど

もが欲しがるものが、「かき氷」と「わたあめ」でしょ

う。かき氷やわたあめは、氷や砂糖が変身するところ

に夢があるのでしょうか。どちらも甘い味ですね。

「かきごうりキーンときたけどあまいあじ」

「かきごうりサラサラサラとゆきがふる」

「わたあめはちっちゃくなってもまだあまい」

「ふわぁふわぁのわたあめなめたらとけちゃった」
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「
高
玉
芝
居
」
を
、
芝
居
発
祥
の
地
で
あ

る
瑞
龍
院
で
上
演
し
ま
す
。
ま
た
、
上
演
前

に
瑞
龍
院
本
堂
、
龍
門
文
庫
、
祈
祷
所
、
稲

荷
本
殿
を
公
開
し
、
案
内
人
に
よ
る
見
学
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

　

午
後
２
時　

瑞
龍
院
本
堂
等
案
内（
無
料
）

　

／
午
後
５
時　

開
場
／
午
後
５
時
30
分　

　

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
、
舞
踊
／
午
後
６
時　

　

芝
居
上
演
／
午
後
９
時　

終
了

●
入
場
料

▽
前
売
券　
　
　

１
０
０
０
円

▽
当
日
券　
　
　

１
２
０
０
円

▽
後
援
会
員
券　
　

５
０
０
円

※
全
て
缶
ビ
ー
ル
ま
た
は
お
茶
、
焼
鳥
付
き

※
中
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

●
前
売
券
販
売　

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

●
主
催　

高
玉
芝
居
瑞
龍
院
上
演
実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
　
蚕
桑
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

☎
85

－

２
１
５
３

　当日は車で瑞龍院へは入れませんので、バス及び駐車場をご利用ください。

（⾜ᚠ⎔㐠ࢫࣂࣝࢺࣕࢩࡽ༗ᚋ̎か）㉺しの᪉࠾㌴࡛ی

　㔩の㉺බᅬ㥔㌴ሙ ̿ ሙ

も༗ᚋ３ࢀࡎ㐲᪉の᪉（いی �0ศⓎ̐ࠊ �0ศ╔）

【ᕝᮾࢫ࣮ࢥ】33�3�బ藤㓇ᗑ（୰山）Ѝ33�3�㮚山ࣥࢭ࣑ࢥЍ33���༑⋤ࣥࢭ࣑ࢥ

             Ѝ33���Ⲩ◒㥐Ѝ33���ᮾ᰿ࣥࢭ࣑ࢥЍ3����ඣ⋢࣮ࣔࢫ࣮ࢱ（ᮾ高⋢）       

【ᕝすࢫ࣮ࢥ】33�3�̔̀ 山のかᮧЍ33�3�㩗㈅ࣥࢭ࣑ࢥЍ33�ࡴ࣮ࡺ࠶��

             Ѝ33���ᕸᕝၟᗑ๓（᪂ᆅ）Ѝ 33���బ㔝බẸ㤋Ѝ3����ᮾ⏣ᑼṔྐ㤋

             Ѝ3����⺋᱓ࣥࢭ࣑ࢥЍ3��1�ୖ のྎཱྀ

【㛗ࢫ࣮ࢥ】33�3�Ἠ㥐Ѝ33�Ѝࣝࢸ࣍ࢫࢱ�� 33���ᡂ⏣㥐Ѝ3����-$す᰿ᨭᗑ

ͤᖐࡾのࢫࣂもྠᵝの࣮ࣝࠋࡍ࡛ࢺ出Ⓨ㛫ࡣⰪᒃ⤊ᚋとなࠋࡍࡲࡾ

９
月
��
日�
日

上
演
：
午
後
６
時
～
（
雨
天
決
行
）

会
場
：
瑞
龍
院
境
内
（
高
玉
芝
居
発
祥
の
地
）

演
目
：「
松
竹
梅
三
兄
弟
の
五
月
の
仇
討
」

高
玉
芝
居 

 
 

瑞
龍
院
上
演

ųų

地域包括支援センター ℡86-0112

ɹ８᭶ࠊࡾࡼ��ṓ௨ୖのࡦとࡾᬽࡽしの

᪉に࠾ࠕたっしࡷゼၥࠖをᐇしࠋࡍࡲヱ

ᙜࡿࡍ᪉にࡣ㏻▱࡛ࡏࡽ▱࠾しࠋࡍࡲ

ʮ͓たͬしΌ๚ʯ
の͓Βͤ

「救急医療情報キット」とは、「かかりつけ医」、「薬剤情報提供書（お薬の説明書）」、「保

険証番号」、「病名」等の医療情報の記入用紙を入れ、冷蔵庫に保管できる筒状の入

れ物です。ご家庭にある冷蔵庫に保管することで、緊急時に救急隊員等が駆けつけ

た際に探す手間が省け、迅速な救命活動ができるようになります。

「救急医療情報キット」とは、「かかりつけ医」、「薬剤情報提供書（お薬の説明書）」、「保

険証番号」、「病名」等の医療情報の記入用紙を入れ、冷蔵庫に保管できる筒状の入

れ物です。ご家庭にある冷蔵庫に保管することで、緊急時に救急隊員等が駆けつけ

ᩆᛴ་⒪ሗࢺࢵ࢟

対　象　75 Ҏ্ʢ平ࡀ 28 年 4 ݄ � ࡏݱʣͷͻͱΓΒ͠ͷํ

訪問員　ҬแׅࢧԉηϯλʔͰ͓͍͢ئΔࢣޢอ݈ࢣ

回　数　͓一ਓʹର͠ � ճ๚͠·͢ɻ

内　容　ʮٸٹҩྍใΩοτʯΛ͠ɺ׆༻ํ๏อํ๏ͳͲΛઆ໌　
　　　　͠ʢࡢ年๚ͨ͠ํʹҩྍใͷ֬࠶ೝमਖ਼Λ行͍·͢ʣɺ݈　
αʔϏεΛհ͠·͢ɻࢱͷ૬ஊ͍ͯͭʹ׆ঢ়ଶৗੜ߁　　　　

命
を
救
う
情
報

　
　
を
こ
の
中
に
！
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̨̧̜̣̠̞̣̞̠̤̣̞̠̤̝̞̖̩̖̠̖̚ 2�
【ၥいྜわࡏ】ᗣ⚟♴ㄢᗣ᥎㐍ಀ　܄㸶㸴�㸮㸰㸯㸮

ಎඉ

ထཡ

ಎછ

ထཡ

　　　高 ከ‵なኟᏘࡣ⣽⳦ᛶの㣗୰ẘ

⟶⭠ࠊࡣෆ࡛┴ࠊくࡍࡸⓎ⏕しࡀ　　　

　　　出⾑ᛶ⭠⳦ឤᰁの௳ᩘࡀቑຍ

ഴྥにࠋࡍࡲࡾ࠶㣗୰ẘࡕࡁࡣんとᑐ⟇

をとࡇࡿと࡛ண㜵ࡇࡿࡍとࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀ

　　　Ẽ ࡀ高いࠊࡿࡍࢩ࣒ࢩ࣒ࠊ᪥ᕪ

　　　しࡘࡁࡀいࠊᛴにᬬくなったࠊ㢼

୰に⇕ࠊࡣの⎔ቃ࡛ᙅいなࡀ　　　

ὀពࡀᚲせ࡛ࠋࡍ⇕୰ࠊࡣいのࡕに㛵

わࡇࡿともࠋࡍࡲࡾ࠶

୰のᑐฎἲ⇕ڦ

㔜ᗘ 　≧ ᑐฎἲ

㍍ᗘ
ᡭ㊊ࡀしࡲࡵࠊࡿࢀࡧ

いࠊたࡕくࡴࡇࠊࡳࡽ

いࡿわࡀẼศࠊࡾ㏉ࡽ

࣭ᾴしいሙᡤ

࣭Ỉศ࣭ሷศの⿵⤥

࣭⾰᭹をࡿࡵࡿࡺ

࣭㤳ࠊわࡁのୗࠊኴもも

　のࡘけ᰿なを෭ࡍࡸ

࣭యㄪࡼࡀくなࡽなけࢀ

㝔ࡤ　

୰➼ᗘ

㢌ྤࠊࡿࡍࣥ࢞ࣥ࢞ࡀ

ࠊいࡿࡔࠊẼ࣭ྤࡁ

ព㆑ࡀなんとなく࠾か

しい

㔜ᗘ
けいࢀんࠊᛂ⟅࠾ࡀか

しいࠊព㆑ࡀないࡲࠊ

っࡄࡍにṌけない

ȷƢƙに࣯ǛԠƿᲛ
࣭ᩆᛴ㌴࡛ࡲࡿࡍ╔฿ࡀ

　యを෭ࡍࡸ

　　ࣞႢ৪͞ঊ͉̓͜Ȃඅͅಕփ̦ຈါ̳́

高齢者≫ॵ͞ͷͲͷׇ͖Λ͡ײʹ͘͘ɺ·ͨΛମͷ
֎ʹಀ͢ػ͕ऑ͘ͳΔ⇒のどが渇かなくとも意識して
水分補給しましょう。適度な運動で体力をつけましょう。
子ども≫Λ͔͘ྗମԹΛௐઅ͢Δྗ͕ະख़Ͱɺ
͕͍ͨΊද໘͔Βͷॵ͞ͷӨڹΛड͚͍͢
⇒家族など、まわりの人が顔色や汗のかき方を十分にみ
て、顔が赤く、ひどい汗をかいているときには涼しい場
所で休ませましょう。自由に水分補給できるように準備
し、こまめに休息・水分補給タイムをもうけましょう。
　

̯̫ͬͥ

Ȇؚ͉́ٸ३͞དঊ

　ͬঀ̞Ȃ֮ͬ၌ဥ

Ȇၵ̱̞

Ȇྫၑ̈́୯ഩ̵̴͉Ȃ

　ඤ͉́ͺϋ͞

　໓ͬܥঀ̠

　

̭͛͘ͅକ༞̳ͥݯ

Ȩ͈̦̲̑̓̈́ۜͬڱ

　̩̀͜

ȆͺσȜσ͈́କ

　༞͉ݯȿ

ȆܳশȂවဵஜͅࢃ

Ȇఱၾ̹̞̥ͬͅۦশ

　͉ͅ༞ݯ

●手洗い　

調理前、食事前、トイレの後、

動物に触れた後は、石けんで

丁寧に手を洗う

　

●買い物

・消費期限を確認する

・肉や魚などの生鮮食品や冷

　凍食品は最後に買う

・肉や魚などは汁が他の食品

　に付かないようにビニール

　袋に入れる

・寄り道をしないで、すぐに

　帰る

●調理前の準備

・野菜などの食材は流水でき

　れいに洗う

・生肉や魚などの汁が、果物

　やサラダなど生で食べるも

　のや調理の済んだものにか

　からないようにする

・生肉や魚、卵を取り扱う前

　後には、必ず石けんで手を

　洗う

・冷凍食品の解凍は冷蔵庫や

　電子レンジを利用し、自然

　解凍は避ける

・使用後のふきんなどはよく

　洗い、しっかり乾燥させる

・使用後の調理器具は洗った

　後、熱湯をかけて殺菌する

●家庭での保存

・冷蔵や冷凍の必要な食品は、

　持ち帰ったらすぐに冷蔵庫

　や冷凍庫に保管する

・肉や魚はビニール袋や容器

　に入れ、他の食品に肉汁な

　どがかからないようにする

・冷蔵庫は 10℃以下、冷凍

　庫は -15℃以下に保つ

・冷蔵庫や冷凍庫に詰めすぎ

　ない

●残った食品

・清潔な容器に保存する

・食べるときは十分に加熱する

・時間が経ちすぎたものは思

　い切って捨てる

●食事

・清潔な食器を使う

・作った料理は、室温に長時

　間放置しない

食中毒かなʁと思ったら…

̤̠ഫ͞ئၓ͈છે͉Ȃ֦ࡔৗͬෳ

ੰ̱̠̞̠͂͢ఘ͈ཡࢄ؊̳́ȃঌ

ၓগ͈͉͛̈́̓ဥ̵̴Ȃ்ئ͈์

͛֓ͅၷͬ۾ܥ̱̱̠͘͡ȃ

ထཡ͈̹͈͛εͼϋΠȊထཡ͈̹͈͛εͼϋΠȊ

͈ذ
ࢫ࠲

ųʻׅはŴٰ ƷͤࡍǛȆȸȞにžɶſとž༏ɶၐſƷʖ᧸にƭƍƯおჷǒƤƠǇƢŵǇƨŴ

˳ᛦǛߐƠƕちƳٰǛΨൢにᢅごƢƨめにはŴଐ᪭ƔǒƷͤࡍƮくǓßɟଐᲭŴȐȩȳǹƷ

とǕƨʙàとßᢘࡇƳᢃѣàƕؕஜとƳǓǇƢŵʖ᧸ඥǛჷƬƯƍܓራǛʈǓЏǓǇƠǐうŵ
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┦
᧞

᭶
ሙ
ᡤ
协
７
᭶
10
卛
2�
᪥
卐

ྲྀ⤌ ᫍྲྀ Ỵࡾࡲᡭ

̍᪥┠ ە ᐤࡾษࡾ

３᪥┠ ە ୖᡭ出しᢞࡆ

̑᪥┠ ۑ ᢲし出し

̓᪥┠ ە ᘬࡁⴠとし

10᪥┠ ە ᢲし出し

11᪥┠ ۑ ᢲし出し

1�᪥┠ ە ᐤࡾษࡾ

すᖥୗ９ᯛ┠　̎̑ᩋ

しΒた̧͔̐ใ
ʙごみྔݮ  Ͱ͖Δこͱから  は͡めようʙ

　ொຽ՝͘Β͠ڥɹὸ８̑�̒̍３̍

ｅｆｕｓｅ
ｅｄｕｃｅ
ｅｕｓｅ
ｅｃｙｃｌｅ

　⚾たࡣࡕᆅ⌫の㈨※をってた

くさんのࣔࣀをసࡔࡾしࠊ㇏ᐩな

≀にᅖࢀࡲたᛌ㐺な⏕άをしてい

࠶ࡾ㝈ࠊࡀな⏕ά࠺ࡼのࡑࠋࡍࡲ

ከくࠊᆅ⌫の㈨※を㔞にいࡿ

のࡳࡈを出ࠕࡿࡍ㔞⏕⏘࣭

㔞ᾘ㈝࣭㔞ᗫᲠᆺࠖの♫を⏕

ࠊࡣ࡛ࡲࡲのࡇࠋしたࡲࡁ出してࡳ

ษな⚾たࡕのᆅ⌫の㈨※ࡀん

ていく୍᪉࠼ቑࡀࡳࡈࠊࡾんῶ

ࡍ⏕ってⓎࡼのቑຍにࡳࡈࠋࡍ࡛

ቃ⎔ࡿࡼのฎศにࡳࡈࠊࡣၥ㢟ࡿ

ၥ㢟ࡔけ࡛ࡏࡲࡾ࠶ࡣんࠋᇙ❧ᆅ

☜ಖのၥ㢟ࡳࡈࠊのฎศ㈝⏝ࡩࡀ

くࡽん࡛いくၥ㢟もࠋࡍࡲࡾ࠶

してい้῝ࡀのၥ㢟ࠖࡳࡈࠕ　

ࡽをῶ࣑ࢦࡀࡾとࡦ人୍ࠊ᪥ࡿ

ࡼఱࡀとࡇࡿࡍື⾜て࠼⪄と࠺ࡑ

のᕤࡾとࡦࡾとࡦࠋࡍもษ࡛ࡾ

ኵࡀࡁなຠᯝにࡘなࠋࡍࡲࡾࡀ

ᕤኵࡿࡁに࡛ࡕわたした࡛ࡇࡑ

ࠋࡍと࡛ࡇࡴ⤌ࡾ㸲㹐ࠖにྲྀࠕࠊࡀ



ၾ͈εͼϋΠȶːˮȷ͉͂ȉࡘ͙̮

　!ˮ ́˿ ̕˿ ̈́ Ȫςͼ·σȟठ࡙اȫ

!ȶ࡙̱͂̀ठ̱̠͢ȷ

!Ȇ࡙ȪࡣঞȆ۲Ȇ͍ͭȆβΛΠδΠσȆίρΑΙΛ·ୋယܕ!

!!!༫႒ȫͬȂ̧̻ͭ͂༆̳ͥ

!Ȇ̮͙ͬϋεΑΠ̽̀͢ͅȂ̹̞̳ͥا

　!ˮ ́̂ ̑̏ Ȫ́ςένȜΒȟ౯ͥȫ

!ȶ̧̮͙͈͉̺̫̈́ͥ́ͥ͜ͅ　ฃ̴ͩȆ౯̠ͧȷ

!Ȇτΐనͤ͞ڬยȂঀ̞̀ΑίȜϋ͉౯ͤȂ͈̜ͬͥ͜ͅزঀ̠

!Ȇঀ̞͈̤̀०ȂΛί̧̺̫̈́̓́ͥฃ̞ͩ̈́Ȃঀ̞ͩ̈́

!Ȇဒ͈͉ࠗ̈́͜ฃ̞ͩ̈́

　!ˮ ́̑ ̏́ ȪςξȜΑȟठ၌ဥȫ
　

!ȶ̳̪̞̀̈́́ͅȂ߫ͤ༐̱ঀ̤̠ȷ

!Ȇ֩ၳ͍ͭ̈́̓ͬ߫ͤ༐̱၌ဥ̳ͥȪςΗȜήσ͍ͭȫ

!ȆέςȜζȜΉΛΠ͞ςͼ·σΏοΛίͬ၌ဥ̳ͥ

　!ˮ ́̀ ̑˿ Ȫ́ςΟνȜΑḫ͙̳̌ͬͣࡘȫ

!ȶࢥຳ̷̱̮͙̠̀ͬͣࡘȷ
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

暑さからくる気のゆるみや疲労が原因で居眠り、ぼん

やり状態になりやすい時期。

● 疲れたらこまめな休憩を取りましょう。

● 前をよく見て運転に集中しましょう。

● スピードを控えましょう。

● 全席シートベルトを確実に着用しましょう。

● 飲酒運転は犯罪です。絶対しない！

家族旅行、夏祭り、買い物など外出の機会が多く被害に遭わない

ように要注意。

˔ 戸締りしっかり、カギをかけましょう。

˔ 自宅に多額の現金を置かないようにしましょう。

˔ 車から離れるときは「キー抜き・ドアロック」し、カバンや貴

　重品は車内に置かないようにしましょう。

˔ 地域ぐるみで犯罪を防止し、安全で住み良い地域にしましょう。

交通事故防止のために！

身近な犯罪等の防止のために！

年 代 別 注 意
30 歳未満ドライバーへ
①速度出しすぎ注意　
②金・土・日は油断大敵30 ～ 40 歳代ドライバーへ①週末の観光・ドライブに注意　②カーブは要注意

50 ～ 60 歳代ドライバーへ①日曜日、月曜日の運転は慎重に　②直線道路は、わき見・考え事注意70 歳以上のドライバーへ①低速でも注意　
②買い物、通院等は慎重に

（交通事故発生率より）

ɹɹݥة�ʂՆނࣄܕ

ಛ���

１．国道等の幹線道路での死亡事故が多い。

２．暑さや疲れからくる居眠り・ぼんやり運転が原因。

３．正面衝突、電柱への衝突等の単独事故が多く、重

　　大事故に発展しやすい。（複数人数死亡事故など）

̜̱ͭͭȿ̶̜ͭͭ

େ ม ة ݥ ʂ

ʜʹނࣄΓฦ͢͏ͪʹॏେ܁

黄色信号から赤信号に変わる瞬

間に、勢いに任せて信号無視す

る人がいます。

　皆さんは安全運転で交差点通

過していますか？

　『次の青信号まで待つゆとり』

を持って交差点事故を防ぎま

しょう。

ᗈ 

࿌

《
婚
活
応
援
室
》

　
　○

８
月
の
開
催
日　
　
　
　
　

　

８
月
�7
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
８
時

○
９
月
の
開
催
日

　

９
月
2�
日
（
水
）

　

午
後
４
時
～
８
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

☎
86

－

０
２
１
２
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聰
明
会
「
夏
祭
り
」

＊
白
鷹
あ
ゆ
み
の
園

＊
み
ゆ
き
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

▼
い
つ　

８
月
20
日
（
土
）

　

午
後
５
時
～
７
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園　

正

面
広
場
（
雨
天
時
…
白
鷹
あ
ゆ
み
の

園
施
設
内
）

▼
売
店　

焼
き
そ
ば
・
焼
き
と
り
・

豆
腐
田
楽
・
ジ
ュ
ー
ス
等

▼
催
し
物　

ピ
ア
ノ
と
ギ
タ
ー
演
奏

・
尺
八
・
お
ど
り
等

※
こ
の
ほ
か
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
や

手
作
り
グ
ッ
ズ
の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
あ
ゆ
み
の
園

☎
85

－

５
６
７
８

　
　

画
家
　
別
府
忠
雄

　
「
薔
薇（
ば
ら
）」
展

　
町
内
出
身
の
画
家
、
別
府
忠
雄
さ

ん
が
描
い
た
薔
薇
の
絵
画
を
期
間
限

定
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間　

９
月
30
日（
金
）ま
で

▼
展
示
場
所　

木
林
森
カ
フ
ェ

▼
観
覧
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

木
林
森
カ
フ
ェ　

☎
87

－

０
０
３
３　

　
　
町
芸
術
祭
「
芸
能
ま
つ
り
」

　   

出
演
者
募
集

　

第
46
回
白
鷹
町
芸
術
祭
を
�0
月
29

日
・
30
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

町
芸
術
文
化
協
会
で
は
、
そ
の
中

の
「
芸
能
ま
つ
り
（
ス
テ
ー
ジ
公
演

部
門
）」
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
部
門
の
募
集
は
追
っ

て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
い
つ　

�0
月
30
日
（
日
）

　

午
後
�2
時
～
（
予
定
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー　

あ
ゆ
ー
む
「
ホ
ー
ル
」

▼
出
演
料　

１
０
０
０
円

▼
出
演
内
容　

芸
能
で
あ
れ
ば
何
で

も
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

出
演
時
間
は
５
分
間
で
す
。

　

ま
た
、
国
際
文
化
交
流
の
一
環
と

し
て
、
海
外
芸
能
を
発
表
さ
れ
る
方

も
募
集
い
た
し
ま
す
。（
出
演
料
無
料
）

▼
募
集
締
切　

８
月
3�
日
（
水
）

▼
申
込
方
法　

事
務
局
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

芸
術
文
化
協
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
・
文
化
振
興
係
）

☎
85

－

６
１
４
６

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
の
ご
案
内

「
ゆ
っ
く
り
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を

　

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。」

▼
い
つ　

８
月
2�
日
（
日
）

　

午
前
８
時
30
分
集
合

▼
集
合
場
所　

荒
砥
駅

▼
コ
ー
ス　

最
上
川
フ
ッ
ト
パ
ス
コ

ー
ス
（
約
７
キ
ロ
コ
ー
ス
）

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
お
や
つ
、
雨

具
等

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会　

平
吹　

隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

町
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０　

▼
募
集
戸
数　

２
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
５
０
０
円
～
３
万
６
４
０
０
円

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
同
居
す
る
親
族
が
い
る

方
及
び
暴
力
団
関
係
者
で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

９
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

８
月
９
日
（
火
）
～

８
月
22
日
（
月
）
ま
で

▼
申
込
方
法　

平
成
27
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
平
成
28
年
度
所
得

証
明
書
な
ど
入
居
者
全
員
の
所
得
の

わ
か
る
も
の
及
び
住
民
票
謄
本
、
個

人
番
号
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
導
入
に
よ
り
、
申
込
者
の
要
件
に

よ
り
提
出
書
類
が
異
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
あ
ら
と
ア
パ
ー
ト
１
号
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

７
２
５

－

１

▼
募
集
戸
数　

１
戸

催
　
し   nformation

　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

ų白鷹町役場　☎８５- ２１１１

募
　
集

ᗈ 

࿌
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降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
看
護
師
ま

　

た
は
准
看
護
士
資
格
を
有
す
る
方

【
機
能
訓
練
指
導
員
】
昭
和
36
年
4

　

月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

理
学
療
法
士
ま
た
は
作
業
療
法
士

　

資
格
を
有
す
る
方

【
介
護
員
及
び
支
援
員
】
昭
和
54
年

　

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

▼
試
験
日　

９
月
25
日
（
日
）

▼
試
験
内
容　

作
文
、
面
接

▼
試
験
会
場　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
白
光
園　

▼
申
込
期
限　

9
月
�5
日（
木
）ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
光
園
内
）

〒
９
９
２

－

０
８
３
１　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
３
７
７
番
地　

☎
85

－

１
５
１
１ 

　
西
置
賜
行
政
組
合
消
防
職
員

　
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
内
容　

消
防
士　

若
干
名

▼
受
験
資
格　

⑴
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
方
。（
た
だ
し
、
現
に
救
急
救

　

命
士
の
免
許
資
格
を
有
す
る
方
、

　

ま
た
は
平
成
29
年
４
月
30
日
ま
で

　

に
当
該
免
許
資
格
を
取
得
見
込
み

　

の
方
で
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降

　

に
生
ま
れ
た
方
も
可
。）

⑵
そ
の
他
、
業
務
に
必
要
な
身
体
要

▼
間
取
り　

８
＋
８
＋
６
＋
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額

２
万
４
千
円
～
4
万
７
１
０
０
円

▼
区
分　

特
目
用（
高
齢
、障
害
者
用
）

▼
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

▼
入
居
資
格　

入
居
世
帯
の
収
入
が

公
営
住
宅
法
で
規
定
す
る
基
準
以
下

で
、
県
営
住
宅
に
同
居
す
る
親
族
を

有
す
る
住
宅
困
窮
者
で
あ
る
こ
と
。

▼
入
居
時
期　

�0
月
上
旬

▼
募
集
期
間　

８
月
�6
日
（
火
）
～

22
日
（
月
）
午
前
�0
時
～
午
後
５
時

ま
で

▼
受
付
場
所　

山
形
県
置
賜
総
合
支

庁
西
庁
舎
１
階　

総
合
案
内
窓
口

■
問
い
合
わ
せ　

県
営
住
宅
指
定
管

理
者　

㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
０
２
３
８

－

24

－

２
３
３
２

　

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
福
祉
会

　
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
内
容

・
看
護
員　
　
　
　
　
　

２
名

・
機
能
訓
練
指
導
員　
　

１
名

・
介
護
員
及
び
支
援
員　

３
名

※
当
会
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
等
で
の
介
護
職
を
介
護
員
、
障

　

害
者
支
援
施
設
等
で
の
利
用
者
支

　

援
職
を
支
援
員
と
呼
ん
で
お
り
、

　

相
互
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格

【
看
護
員
】
昭
和
36
年
4
月
2
日
以

　

件
あ
り

※
い
ず
れ
も
採
用
後
、
長
井
市
、
小

　

国
町
、
白
鷹
町
、
飯
豊
町
に
居
住

　

予
定
の
方

▼
試
験
日　

９
月
25
日
（
日
）

▼
試
験
会
場　

西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部

▼
試
験
内
容

【
第
１
次
試
験
】
教
養
試
験
（
高
校

卒
業
程
度
）・
適
性
検
査
（
筆
記
）・

体
力
試
験

【
第
２
次
試
験
】
作
文
試
験
・
人
物

試
験
（
集
団
及
び
個
別
面
接
）

▼
採
用
予
定
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

▼
受
付
期
間　
　

８
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
９
月
�2
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
日
休
日
を
除
く

※
受
付
最
終
日
の
日
時
必
着

▼
申
込
書
交
付
場
所　

西
置
賜
行
政

組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
・
消
防
署
、

消
防
署
各
分
署

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
置
賜
行
政
組
合
事
務
局
（
消
防
本

部
庁
舎
内
）

〒
９
９
３

－

０
０
４
２　

長
井
市
平
山
４
４
６
０　

☎
88

－

４
３
３
６

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

　
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

▼
募
集
内
容

・
初
級
行
政　

若
干
名

・
初
級
機
械　

若
干
名

・
消
防
士　
　

６
名
程
度

▼
受
験
資
格

【
初
級
行
政
及
び
初
級
機
械
】
平
成

　

４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
��
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

【
消
防
士
】
次
の
全
て
を
満
た
す
方

①
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
��

　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
採
用
後
、
米
沢
市
、
南
陽
市
、
高

　

畠
町
、
川
西
町
に
居
住
で
き
る
方

③
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
車

　

限
定
を
除
く
）
を
有
す
る
方
ま
た

　

は
取
得
見
込
み
の
方

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
25
日（
日
）

▼
第
１
次
試
験
会
場　

置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

※
消
防
士
の
体
力
試
験
は
、
26
日

（
月
）
に
米
沢
市
営
体
育
館
で
行
い

　

ま
す
。

▼
採
用
予
定
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

▼
受
付
期
間　

８
月
�5
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
９
月
９
日
（
金
）

▼
申
込
書
交
付
場
所　

①
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局

　

総
務
課
、 

消
防
本
部
及
び
各
消
防
署

②
置
賜
地
域
の
市
役
所
及
び
町
役
場

　

の
企
画
担
当
課

③
本
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（IUUQ���

　

X
X

X
�PLJLPV�PS�KQ�UPQQBHF�

　

IUN
）
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集

お問い合わせ：   川記念病院 人事担当までお電話ください 0238-87-8000

医 療 法 人 杏 山 会

川記念病院

小児科・内科・精神科

児童精神科・老年精神科

神経内科・リハビリテーション科

○ 川記念病院では、看護師さん、准看護師さん、
作業療法士さん、精神保健福祉士さんを募集しています

○ 准看護師の資格をお持ちの方で看護師を目指している方や
看護学校及び准看護師学校へ入学希望の方、
当病院の修学資金制度を利用してみませんか

ᗈ 

࿌
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毒
が
多
い
の
で
、
誤
っ
て
食
べ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ە
ẘ
き
の
ࡇ
㣗
୰
ẘ
ண
㜵
の
࣏

ࣥ
ࢺ

①
知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
同
じ
よ
う
な
き
の
こ
が
生
え
て
い

　

て
も
、
そ
れ
と
似
た
毒
き
の
こ
が

　

混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
採
る
と
き
も
食
べ
る
前

　

に
も
、
よ
く
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
廃
棄

　

し
ま
し
ょ
う
。

④
安
易
に
お
す
そ
分
け
は
し
な
い
よ

　

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
縦
に
裂
け
る
き
の
こ
は
食
べ
ら

　

れ
る
」「
毒
き
の
こ
は
美
し
い
」

　

「
虫
の
食
べ
た
き
の
こ
は
食
べ
ら

　

れ
る
」
な
ど
の
言
い
伝
え
は
、
科

　

学
的
根
拠
の
な
い
迷
信
で
す
。
気

　

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁
保

健
福
祉
環
境
部
（
置
賜
保
健
所
）
生

活
衛
生
課

☎
０
２
３
８

－

22

－

３
７
４
０

　
　　

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
よ
り
歯
周
疾
患
検
診
の

　
お
知
ら
せ

　

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
昭
和
�5 

年
４
月
１
日
か

ら
昭
和
�6 

年
３
月
3� 

日
に
生
ま
れ

た
方
で
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
口
の

健
康
を
確
認
す
る
た
め
の
歯
周
疾
患

検
診
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
と
な
る
方
へ
は
、
平
成
28 

　

年
７
月
29 

日
付
で
受
診
券
・
受

　

診
票
等
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
紛

　

失
等
さ
れ
た
場
合
及
び
不
明
な
点

　

が
あ
る
場
合
は
、
山
形
県
後
期
高

　

齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
課
給
付

　

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
事
業
課
給
付
係

☎
０
２
３
７

－

84

－

７
１
０
０

　
▼
い
つ　

９
月
�5
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
４
時
�0
分

（
昼
�2
時
30
分
～
受
付
）

▼
ど
こ
で　

タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

▼
内
容　

①
講
演
「
職
場
に
お
け
る
雇
用
管
理

　

の
実
際
」
～
誰
も
が
働
き
続
け
た

　

い
と
思
う
会
社
を
め
ざ
し
て
～

【
講
師
】
庄
司
浩　

氏
（
㈱
キ
ュ
ー

　

ピ
ー
あ
い　

代
表
取
締
役
社
長
）

②
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

～
「
障
が
い
者
」

　

の
就
労
を
支
え
る
～

▼
参
加
料　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総

務
課
（
職
員
採
用
試
験
担
当
）

〒
９
９
２

－

０
０
１
２　

米
沢
市
金

池
三
丁
目
�
番
５
５
号

☎
０
２
３
８

－

23

－

３
２
４
６

　　

不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
等
の

　
相
談
会

▼
い
つ　

８
月
29
日
（
月
）

　

午
前
�0
時
～
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
中
央
公
民
館　

第
３
研
修
室

▼
内
容　

専
門
の
相
談
員
が
無
料
で

学
校
の
こ
と
や
就
労
の
こ
と
に
つ
い

て
の
相
談
に
対
応
し
ま
す
。
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
※

基
本
的
に
は
予
約
優
先
で
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
優　

安
達　

☎
０
２
３
８

－

33

－

９
１
３
７

　
　
き
の
こ
食
中
毒
に

　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

山
形
県
は
、
平
成
24
年
か
ら
き
の

こ
食
中
毒
の
発
生
件
数
が
全
国
で
一

番
多
い
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
ツ
キ
ヨ
タ
ケ
に
よ
る
食
中

▼
主
催　

山
形
労
働
局
／
社
会
福
祉

法
人
山
形
県
社
会
福
祉
事
業
団
置
賜

障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

／
置
賜
地
域
障
害
者
就
労
活
動
活
性

化
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
お
き
た
ま　

☎
88

－

５
３
５
７

　

山
形
県
が
正
社
員
を
目
指
す
方

　
を
応
援
し
ま
す

　

山
形
県
内
で
正
社
員
を
希
望
す
る

求
職
活
動
中
の
非
正
規
労
働
者
、
求

職
者
を
対
象
に
、
研
修
や
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
職
業
紹
介
、
職

場
定
着
支
援
ま
で
を
一
体
的
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

▼
い
つ　

８
月
�8
日
・
25
日
・
９
月

１
日
・
�5
日
・
29
日（
全
て
木
曜
日
）

①
午
後
１
時
30
分
～
②
午
後
３
時
～

▼
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
（
米
沢
市
西
大
通
り
）

▼
対
象　

45
歳
未
満
の
求
職
活
動
中

の
非
正
規
労
働
者
及
び
求
職
者

▼
費
用　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
株
式
会
社　

☎
０
２
３

－

６
３
３

－

５
６
０
８

　

知
財
総
合
支
援
窓
口
の
ご
案
内

　

特
許
や
商
標
な
ど
の
知
的
財
産
に

お
し
ら
せ

関
す
る
悩
み
や
課
題
の
解
決
を
支
援

し
ま
す
。

▼
相
談
内
容　

特
許
や
商
標
な
ど
の

出
願
手
続
き
方
法
や
費
用
／
先
行
技

術
や
先
願
商
標
の
調
査
方
法
／
知
的

財
産
権
に
よ
る
技
術
等
の
保
護
手
段

／
知
的
財
産
権
で
保
護
を
図
り
な
が

ら
ブ
ラ
ン
ド
確
立
な
ど

▼
相
談
専
用
電
話
番
号

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

８
１
３
０

▼
窓
口
開
設
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
�5
分

（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
相
談
料　

無
料
（
秘
密
厳
守
）

■
問
い
合
わ
せ　

一
般
社
団
法
人
山

形
県
発
明
協
会

☎
０
２
３

－

６
４
７

－

８
１
３
０

お詫びと訂正

　ʮ広ใ͠Β͔݄ͨ̓ �2 ߸ʯ4 ϖʔ
δͷʮ平 28 年ফ関ऀදজऀʯ
ͷࣄهͰޡΓ͕あΓ·ͨ͠ɻԼهͷ
ͱ͓Γగਖ਼͓ͯ͠ͼ͠·͢ɻ

Ӭ年ۈଓୀஂऀදজʢۈଓ 20 年Ҏ্ʣ

ʢޡʣ村　๎広 ˠʢਖ਼ʣ村　๎߂

「
第
17
回
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ

　
ー
in
お
き
た
ま
」

～
は
た
ら
く
・
く
ら
す
を
支
え
る
～
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山
形
県
立
荒
砥
高
等
学
校

１
日
体
験
入
学

多数の参加を

お待ちしています！

９月３日  土

 午前９時～ 11 時
［受付］８時 30 分～８時 55 分

内容（予定）

�̋ ９ɿ00�ʙ����ɿ�0
ɹશମձʢੜెձʹΑΔ
ɹֶ̧̥ߍɾ૯߹ֶՊͷ
ɹઆ໌ͳͲʣɹɹ�

�̋ 10ɿ00�ʙ�10ɿ��
ɹྻܥผମݧतۀɹɹ

�̋ 10ɿ���ʙ 10ɿ��
ɹΞϯέʔτهೖ　　　
　　　

★当日は➹グ⏝ල࣭ୖᒚࡁ

　を持参のうえ、య⫱㤋ධ

　ཱྀかࡽお入りください。

★駐輪場・駐車場は体育館

　前に準備してあります。

　
中
学
３
年
生
の
皆
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
に
ち
は
！

　

Ⲩ
◒
㧗
➼
Ꮫ
ᰯ
は
、
ᖹ
ᡂ
2�
年
ᗘ


ࡽ
助
⥲
ྜ
Ꮫ
⛉
努
に
⏕
ࡲ
ࢀ
ኚ
ࢃ
ࡾ
、


年
࡛
４
年
┠
ࢆ
㏄
࠼
ࡲ
し
た
。助
⥲
ྜ

Ꮫ
⛉
努
ࢆ
ࡦ
と
ゝ
࡛
⾲
⌧
ࡍ
ࡿ
と
助
࡞

ࡾ
た
い
⮬
ศ
に
࡞
ࡿ
努
た
ࡵ
の
Ꮫ
⛉
࡛

ࡍ
。
⮬
ศ
の
㐺
ᛶ
ࡸ
⯆

࣭
㛵
ᚰ
ࢆ
▱

ࡾ
、
㐍
㊰
に
ᛂ
ࡌ
た
⛉
┠
ࢆ
㑅
ᢥ
し
、

ክ
ࢆ
ᐇ
⌧
し
࡚
い
き
ࡲ
ࡍ
。
ࡲ
た
、
⥲

ྜ
Ꮫ
⛉
だ
ࡅ
࡛
࡞
く
、
ᮏ
ᰯ
に
は
ᵝ
ࠎ

࡞
≉
ᚩ
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡍ
。
ࡑ
の
ࡼ
࠺
࡞
ᮏ

ᰯ
の
㨩
ຊ
ࢆ
ⓙ
さ
ࢇ
に
▱
勂
࡚
い
た
だ

く
た
ࡵ
に
助
１
᪥
య
㦂
ධ
Ꮫ
努
ࢆ
㛤
ദ

し
ࡲ
ࡍ
。
⣔
ิ
ู
の
య
㦂
ᤵ
ᴗ
ࡶ
‽
ഛ

し
࡚
お
ࡾ
ࡲ
ࡍ
の
࡛
、
ᮏ
ᰯ
の
ࡡ
ࡽ
い

ࡸ
ᩍ
⫱
ෆ
ᐜ
に
ࡘ
い
࡚
⌮
ゎ
し
、
㐍
㊰

Ỵ
ᐃ
の
ཧ
⪃
に
し
࡚
ࡶ
ࡽ
い
た
い
と
ᛮ

い
ࡲ
ࡍ
。
ࡈ
ᐙ
᪘
の
方
ࠎ
࡞
ࡽ
ࡧ
に
ඛ

⏕
方
の
ࡈ
ཧ
ຍ
ࡶ
ᚰ
ࡼ
ࡾ
Ḽ
㏄
い
た
し

ࡲ
ࡍ
。
ࡐ
ࡦ
、
ࡈ
୍
⥴
に
お
い
࡛
く
だ

さ
い
。

　⥲ྜᏛ⛉では、ᑗ᮶の⫋業㑅ᢥをど㔝にධれた㐍㊰の⮬ぬを῝ࡵるた

㐍㊰ูࡾࡼⲨ◒㧗ᰯでは、㸰年ḟ、ࡵのたࡑ。ていますࡋのᏛ⩦を㔜どࡵ

に㸱ࡘの⣔ิをタ⨨ࡋ、⏕ᚐ一ேࡦとࡾの㐍㊰ᐇ⌧を┠ᣦࡋます。

　平成 28 年度より系列名称・教育課程を改訂し、荒砥高校の総合学科で

の学びがさらにパワーアップしました！

文理総合系列

ᩥ⣔࣭⌮⣔のᯟ⤌みに

とらわれࡎ、⮬ศの㐍

㊰┠ᶆや⯆࣭㛵ᚰに

ᛂࡌて⛉┠を㑅ᢥࡋ、

ᖜᗈいᏛຊを㌟にࡘけ

る。Ꮫや▷ᮇᏛ、

་⒪⣔の㐍Ꮫ、බົ

ဨを┠ᣦす。

福祉・生活系列

㌟㏆などⅬからᗈࡃ⚟

♴と⏕άにࡘいてᇶ♏

ⓗな▱㆑やᢏ⾡をᏛ

地ᇦに㈉⊩するጼ、ࡧ

ໃを㌟にࡘける。⚟♴

タのᑵ⫋や⚟♴⣔

ᑓ㛛Ꮫᰯの㐍Ꮫを┠

ᣦす。

ビジネス・教養系列

いてᚲせ࠾にࢫࢿࢪࣅ

とされるᐇົⓗな▱

㆑࣭ᢏ⾡をᏛࡧ、ᇶ♏

ⓗ࣭ ᇶᮏⓗᏛຊを㧗ࡵ、

地ᇦ♫にᐤするຊ

を㌟にࡘける。地ඖ

業のᑵ⫋や、ᑓ㛛Ꮫ

。の㐍Ꮫを┠ᣦすᰯ

山
形
県
立
荒
砥
高
等
学
校

１
日
体
験
入
学

多数の参加を

お待ちしています！ʮ夢ʯ͕
͋Δɹʮر

ʯ͕͋
Δ

ɹʮً͘ະ
དྷʯ͕͜

͜ʹ͋Δ
ʂ

系列名称・教育課程を改訂しました！
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˛େݦࢁʰΓΜ͘͏ ʢɦେࡕͷδϟϯΫγϣϯʣ

5&-� �������   '"9� �������
&�NBJM�  TIJSBUBLB!BZV�N�KQ
63-�  IUUQ���XXX�BZV�N�KQ�

WPM�
83
WPM�
83

開館時間

͋ΏʔΉ

午前９時ʙ午後７時※夜間のご予約がある
場合は午後１０時までʢギャラリーを除くʣ。

９月までの休館日
8/15ʢ݄ʣɾ22ʢ݄ʣɾ29ʢ݄ʣ
9/5ʢ݄ʣɾ12ʢ݄ʣɾ20ʢՐʣɾ26ʢ݄ʣ

˔
大
山
顕

つ

い
▼

9
月
2
日

金
（

）
10

月
23
日

日
（

）
前
午

9

後

7
時

で
こ
ど
▼

日
館
休
▼

が
日
曜
月
（
日
曜
月

）
日
翌
の
そ
は
合
場
の
日
祝

▼

人
個
般
一

料
覧
観

0
0
5

円

生
校
高
・
生
学
大

0
0
2

円

下
以
生
学
中

料
無

セ
流
交
化
文
町
鷹
白

催

主
▼

影
撮
を
」
帯
築
建
火
防
「
む
含
を券

1

作
た
し
と
口
１
券
募
応
を
枚

つ

い
▼

8
月
18
日

木
（

）
28

日

日
（

）
前
午

9

後
7
時

で
こ
ど
▼

日
館
休
▼

8
月
22
日

月
（

）

▼

料
無

料
覧
観

セ
流
交
化
文
町
鷹
白

催

主
▼

年
周
百
立
創
の
校
学
小
王
十
旧昭
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▼
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）
も
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料
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化
文
町
鷹
白

せ
合
問
・
催
主
▼

※

）
可
場
退
入
中
途
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要
不
込
申
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内
▼

生
常
日
た
し
と
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中
を
活
生
校
学

数
30
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月
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２
後
午
）
土
（
日

時
よ
り

顕
山
大

ト

ク
シ

827828

詞
作
輔
六
永
・
悼
追

と
お
い
い
ろ
い
ろ
い・

45

か
ほ

※

方
は
学
生
証
・
生
徒

の
下
以
生
学
大手

帳
を
ご
提
示
く
だ
さ
い

�白鷹
町
総
合
型
地
域�

�

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信�

Vol.ộỔ 



ό



␗

⏭

⏙

⏅
ಏ
⎊
⎵
⍹
Ẃ 

ṻ
⏣
␇
␢
⏮
ԉ
ჵ

ܴ 

㻌

誰
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無
理
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き
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生
涯
ス
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ー
ツ
で
す
。㻌

㻌

㻌

初
心
者
大
歓
迎
！㻌

㻌

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

無
料
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い㻌

▼
毎
週
金
曜
日㻌

㻌

・
昼
コ
ー
ス㻌

午
後
２
時
～㻌

㻌

・
夜
コ
ー
ス㻌

午
後
７
時
30
分
～㻌

㻌㻌
㻌

㻌

中
央
公
民
館
大
会
議
室㻌

▼
対
象㻌

ど
な
た
で
も�
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エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
取

り
入
れ
な
が
ら
ラ
テ
ン
、
モ
ダ
ン
の

基
本
ス
テ
ッ
プ
を
中
心
に
ダ
ン
ス
！㻌

㻌

㻌

月
１
回
は
、
プ
ロ
講
師
に
よ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
レ
ッ
ス
ン
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
！㻌

毎
週
木
曜
日㻌

初
心
者
コ
ー
ス
午
後
６
時
30
分
～㻌

中
級
者
コ
ー
ス
午
後
７
時
30
分
～�

�
�

中
央
公
民
館
大
会
議
室�

第
4
木
曜
は
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー�

▼
対
象�

大
人�
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ラ
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ン
に
向
け
て
走
ろ
う
！

走
る
こ
と
が
得
意
な
人
も
得
意
で
な
い

人
も
そ
れ
ぞ
れ
の
走
力
、
目
標
に
合
わ

せ
て
走
り
ま
す
！㻌

気
軽
に
体
験
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。㻌

▼
活
動
日㻌

毎
週
月
曜
・
水
曜㻌

▼
時
間㻌

午
後
６
時
30
分㻌

㻌
㻌

㻌
㻌

㻌
㻌

㻌

～
７
時
50
分㻌

㻌
㻌

㻌

▼
活
動
場
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荒
砥
小
グ
ラ
ウ
ン
ド㻌

▼
対
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小
学
校
４
年
生
以
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▼
指
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白
鷹
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
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▼
持
ち
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水
分
、
走
れ
る
服
装
、㻌

㻌
㻌

㻌

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル㻌
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身
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へ
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担
が
少
な
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運
動
経
験
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な
い
方
で
も
始
め
や

す
く
、
続
け
や
す
い
で
す
。㻌

▼
い
つ㻌

８
月
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日
（月
）㻌

「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
」�

㻌

指
導
者㻌

秋
葉㻌

裕
子㻌

氏㻌

▼
い
つ㻌

９
月
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日
（月
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「
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ロ
マ
ヨ
ガ
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指
導
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今
野㻌

恵㻌

氏㻌
㻌

午
後
７
時
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分
～
８
時
30
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㻌
㻌

㻌

東
陽
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ー
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▼
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加
費㻌
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５
０
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㻌
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㻌
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㻌

８
０
０
円㻌
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　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

【 7/1 ～ 7/31 届出】

住 所 父母の名 子の名

鮎　貝 小口 智 貴
たか

　大
ひろ

千夏

鮎　貝 高橋 淳 萌
めみ

恵

広　野 新野 武彦 洸
こう

　太
た

あけみ

山　口 石橋 一也 耀
よう

　太
た

早織

佐野原 竹田 良則 愛
あい

　里
り

友香

十　王 村山 孝行 翔
しょう

　太
た

優子

菖　蒲 小関 悠司 悠
ゆう

　悟
ご

真梨子

浅　立 鈴木 奨平 みのり美和

箕和田 土屋 吉広 陽
ひ な の

菜乃歌菜江

中　山 三戸部 信之 琥
こ

　珀
はく

麻依子

萩　野 松田 泰 理
り お な

央奈優子

 住 所　　   　氏　名      年齢

畔　藤　  大　木　貞　夫　 80
山　口　  吉　村　よ　つ　 98
鮎　貝　  小　林　キミエ 　89
高　玉　  渡　部　長　子 　87
畔　藤　  安　部　榮　三 　85
菖　蒲  　小　関　金　吾　 88
佐野原　  竹　田　秋　雄 　86
滝　野　  齋　藤　邦　男 　66

※
戸
籍
の
窓
に
載
せ
た
い
方
は
、
届
出
の
と
き
に
戸
籍
年
金
係
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

菅原 和
わ か な

奏さん　

山形北高校３年（畔藤）

声楽をもっと勉強して

たくさんの人に

歌を届けたい

「選手にとって、 とても大切な日に歌うことができて光栄でした」

　今年の全国高等学校野球選手権山形大会の開会式において、 国歌 「君

が代」 独唱を披露した和奏さん。 大勢の人の前でもあまり緊張しないタイプ

で、 当日は 「リラックスして気持ちよく歌えた」 と振り返ります。

　和奏さんの声種はソプラノ。 今はクラシックの曲に多いイタリア語の発音の

練習や歌詞の意味を理解することで、 歌の表現の幅を広げていると言いま

す。 ３年生となった今年は歌う曲も増え、「今は音楽のことで頭がいっぱいで、

ほかのことにあまり興味がありません」 と苦笑い。 今後については 「まずは

音大に進んで声楽をもっと勉強したい。 たくさんの人に自分の歌を聞いても

らいたいので、 将来はオペラの舞台にも挑戦したいです。 そして、 ゆくゆく

は声楽の指導者としての道も考えています」 と目を輝かせました。

わたしの

夢

ご結婚おめでとう

♥
♥
♥

　　 氏　名　　　　　 住 所

鈴　木　伸　吾　 　荒砥乙
田井地　　彩　 　　長井市

梅　津　哲　弥　 　萩　野
佐　藤　　綾　 　　長井市

髙　木　直　人　 　十　王

川　井　かな子　 　広　野

高　岡　  熊　坂　　　雄 　95
山　口　  安　部　昭　二 　89
山　口　  内　山　義　德 　70
高　岡　  大　瀧　よ　う　 90
広　野　  新　野　金　子 　85
滝　野　  鈴　木　光　男 　85
中　山　  大　滝　已　三 　87
鮎　貝　  和　田　チ　ノ 　94
畔　藤　  　　地　榮四郎 　87
荒砥甲　  加　藤　達　男 　92
横田尻　  鈴　木　ゑ　つ 　93
鮎　貝　  小　口　も　　 　87
横田尻　  土　屋　良　子 　76
畔　藤　  小　形　昭　一 　89
浅　立　  高　橋　　清 　　67
山　口　  長谷部　彦　次 　86
横田尻　  小谷部　義　彌 　88
十　王　  樋　口　辰　夫 　90
荒砥甲　  岩　崎　良　己 　76

蔚

 　87

表紙の写真

　紅花摘みは、花や葉が夜露に濡

れて、まだトゲが柔らかい朝方に

行われます。これは、400 年前と

変わらぬ手作業で、一輪一輪手摘

みされます。夜明け前の静寂に包

まれた紅花畑の中で、黙々と紅花

を摘み取る光景は、白鷹町ならで

はの夏の風物詩です。

（写真：十王八卦地区）
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旬の“うまい”を

菜 発見
さいはっけん

ᮦᩱ（⣙̑人ศ）

　ⓑ⋢⢊͐͐͐͐͐͐͐͐120ৈ
　↑もち米粉でもＯＫ

　ᑠ㯏⢊͐ʜʜʜʜʜʜʜ  60ৈ
　◁⢾͐͐͐͐ʜʜʜʜʜ  60ৈ
ʜʜʜʜʜ͐͐͐ 60ৈ͐ࡑࡳ　
　く͐ࡳࡿʜʜʜʜʜʜʜ100FF
　↑黒ゴマ・白ゴマでも代用可能

FF001͐͐͐͐͐͐͐ࡲࡿࡠ　
　Ἔ͐͐͐͐͐͐͐͐͐͐ 㐺㔞

ᆅᇦࡇ࠾し༠ຊ㝲ࡀぢࡘけたࠊ

しࡽたかの᪪の͆ࡲ࠺い͇をࡈ⤂ࠋ

ᆅඖの㣗ᮦ࡛సࡇࡿとの࡛ࡿࡁをࠊ

ⓙさんのࡈᐙᗞ࡛もࠋࡒ࠺ࡦࡐ

ᩍ࠼ていたࡔいた人

ᾏ⪁ྡ༓ᯞᏊさん（㔝）

᭶の᪪

ⴥࠖࠕ

 ※粉類が全部混ざるように、よく  

   ねります。

 ※もち米粉を使用する際は、ちょ

   うど良い固さになるまで調節し

   ながら少しずつ水を入れ、半日

   以上寝かせる。
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